
良
遍
撰

『
転
換
本
質
事
』

翻
刻
・
読
解
研
究

西

良

慶

山

で
は
じ
め
に

日
本
の
仏
教
は
、
論
義
研
鎖
を
通
し
て
綴
密
に
発
展
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
と
に
法
相
宗
(
唯
識
〉
に
お
い
て
は
根
本

論
典
で
あ
る
『
成
唯
識
論
』
(
以

F
、
『
成
論
』
)
に
つ
い
て
千
百
有
余
も
の
論
題
が
立
て
ら
れ
、
「
成
唯
識
論
述
記
』
(
以
下
、

『
述
記
』
)
を
初
め
と
す
る
諸
師
の
章
疏
を
用
い
な
が
ら
、
教
義
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
種
々
の
義
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本

研
究
で
扱
う
論
義
「
転
換
本
質
」
も
そ
の
.
つ
で
あ
る
。

本
論
義
「
転
換
本
質
」
は
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
因
明
関
係
の
短
釈
を
除
け
ば
最
も

多
く
の
数
の
短
釈
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
三
十
九
篇
に
も
登
る
。
:
本
論
義
は
「
神
通
論
」
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
神
通
は
「
士
石
を
転
じ
て
金
と
な
す
」
と
い
う
舌
一
口
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
禅
定
に
よ
っ
て
色
法
が

転
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
色
法
を
唯
識
教
学
で
は
「
定
果
色
」
と
い
い
、
五
位
百
法
内

の
色
法
の
法
処
所
摂
色
に
分
類
し
、
こ
れ
に
実
法
と
仮
法
と
が
あ
る
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
仏
や
大
力
の
菩
薩
の
禅
定
力

に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
る
定
果
色
は
実
法
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
仮
法
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
は
た
し
て
何

を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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論
義
を
単
な
る
教
学
に
つ
い
て
の
学
問
研
績
に
す
ぎ
な
い
と
見
れ
ぱ
、
仏
や
大
力
強
口
薩
の
定
果
色
も
具
体
的
な
意
義
を
も

た
な
い
机
上
の
論
に
堕
し
て
し
ま
う
が
、
学
侶
の
論
義
研
績
は
結
局
は
仏
道
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
れ
ば
、
そ
こ
に
大
き

な
効
能
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
や
大
力
菩
薩
が
無
漏
定
に
よ
っ
て
引
起
し
た
色
法
が
実
法
で
あ
る
な
ら

ば
、
自
在
に
有
情
を
韓
関
益
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
大
乗
仏
教
の
大
乗
仏
教
た
る
ゆ
え
ん
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
大
慈
悲

の
実
践
に
あ
る
が
、
定
果
色
が
実
法
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
在
な
る
衆
生
化
益
も
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
道
を
希

求
す
る
学
侶
の
関
心
を
広
く
集
め
、
理
論
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
姿
勢
は
謙
虚
で
あ
っ
た
。
当
時
の
一
般
的
学
説
を
収
録
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
成
唯
識
論
同
学
紗
」

(
以
下
、
『
同
学
紗
』
)
を
見
る
と
、
「
有
情
鏡
益
」
ま
で
の
言
及
は
な
く
、
大
力
菩
薩
の
実
用
を
示
す
に
廟
閉
ま
っ
て
い
る
。
で

は
な
ぜ
、
そ
れ
が
多
数
の
学
侶
の
関
心
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
仏
道
の
実
践
を
重
視
し
た
解
脱
房
貞

慶
(
一
一
五
五

i
二
二
三
)
の
存
在
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
論
じ
た
が
、
論
義
「
転
換

本
質
」
の
論
理
は
大
力
菩
麓
の
無
漏
定
通
に
よ
っ
て
凡
夫
が
導
か
れ
て
い
く
あ
り
方
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
道

実
践
に
お
け
る
主
観
的
体
験
を
教
学
の
上
に
客
観
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る

2
2

現
在
確
認
で
き
る
論
義
「
転
換
本
質
」
の
短
釈
を
熟
読
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
短
釈
が
字
句
の
異
な
り
は
あ
る

も
の
の
、
趣
を
同
じ
く
す
る
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
多
く
の
短
釈
類
の
中
で
も
、
本
論
文
で
翻
刻
・

読
解
を
行
う
良
遍
竺
九
四

i
一
二
五
二
)
撰
『
転
換
本
質
事
』
(
以
下
『
良
遍
抄
』
)
は
論
義
「
転
換
本
質
」
を
理
解
す

る
う
え
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
短
釈
を
読
解
す
る
こ
と
で
、
論
義
「
転
換
本
質
」
の
お
お
よ
そ
の
議
論

を
把
握
す
る
こ
と
が
出
米
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
構
成
も
端
的
で
あ
り
、
大
き
く
一
ニ
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
①
転
換
本
質
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
議
論
、
②
意
解
思
惟
観
に
関
す
る
議
論
、
③
二
乗
の
転
換
本
質
の
有
無
に
つ
い
て

の
三
点
で
あ
る
。
①
は
他
の
短
釈
と
も
共
通
す
る
内
容
で
あ
り
、
大
力
の
菩
薩
に
よ
る
転
換
本
質
が
な
さ
れ
る
論
理
構
造
に
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つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
②
で
は
③
の
前
段
階
の
議
論
と
し
て
意
解
甲
山
惟
観
に
よ
る
定
果
色
の
論
理
構
造
お
よ
び

認
識
構
造
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
③
は
『
良
遍
抄
』
の
特
徴
的
な
内
容
と
い
え
る
が
、
②
の
内
容
を
承
け
て

二
乗
に
も
転
換
本
質
の
義
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
論
義
「
転
換
本
質
」
を
通

し
て
、
「
定
果
色
」
に
つ
い
て
詳
細
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
『
良
遍
抄
』
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
議
論
を
通
し
て
、
二
乗
や
異
生
の
限
界
を
示
し
、

教
学
的
に
菩
薩
の
勝
用
を
明
ら
か
に
す
る
一
方
で
、
凡
夫
の
得
ら
れ
る
宗
教
体
験
を
低
く
位
置
づ
け
、
実
践
面
に
お
い
て
も

謙
虚
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
知
足
院
良
遍
が
撰
述
し
た
薬
師
寺
所

蔵
『
転
換
本
質
事
』
の
諸
本
を
示
し
た
後
、
翻
刻
・
読
解
研
究
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
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ニ
.
良
遍
撰
『
転
換
本
質
事
』
の
諸
本

本
論
文
に
お
い
て
翻
刻
読
解
研
究
を
行
う
良
遍
撰
述
の
『
転
換
本
質
事
』
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
実
に
以
下
の
三
本
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

①
薬
師
寺
蔵
『
薬
師
寺
短
釈
』
所
収
本
(
第
三
二
二
九
号
・
酉
威
函
・
十
七
冊
)

〔
表
紙
〕
論

題

七

巻

薬

師

寺

弐
知
足
院

転
換
本
質
事
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尭
胤
之

②
無
為
信
寺
短
釈

〔
表
紙
〕
第
七
巻

転
換
本
質
事

〔
内
表
紙
〕

遍
草

転
換
本
質

法
隆
寺

遍
箪



③
無
為
信
寺
短
釈

〔
表
紙
〕
論
第
七

勝
願
院

転
換
本
質
事

〔
内
表
紙
〕

第
七
巻

勝
願
院

転
換
本
質
事
澄
経
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〔
表
紙
裏
〕

勝
願
院
ト
モ
一
宮
知
足
院
ト
モ
一
F
民
遍
之
御
事
也

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
短
釈
の
内
、
最
も
鮮
明
な
①
本
を
底
本
、
②
③
本
を
対
校
本
と
し
て
翻
刻
・
訓
読
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
『
良
遍
抄
』
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
読
解
研
究
に
あ
た
っ
て
の
「
凡
例
」
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。



【
凡
例
】
一
、
本
翻
刻
は
薬
師
寺
論
集
所
蔵
良
遍
撰
「
転
換
本
質
事
』
一
巻
、
全
十
七
丁
で
あ
る
。

二
、
本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
・
異
体
字
・
合
字
に
関
し
て
は
、
内
容
に
抵
触
し
な
い
限
り
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

ま
た
、
「
寸
」
な
ど
の
片
仮
名
の
略
字
に
つ
い
て
は
「
コ
ト
」
の
よ
う
に
開
い
て
表
記
し
た
。

三
、
割
注
に
関
し
て
は
〈
〉
で
括
っ
た
。

四
、
虫
損
等
に
よ
り
判
読
不
能
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
-
に
よ
り
字
数
分
の
空
格
を
示
し
た
。

五
、
対
校
す
る
際
、
文
字
の
加
減
は
+
ま
た
は
|
で
示
し
た
。
(
【
例
】
②
一
+
答
)
文
字
の
異
同
は
、
底
本
の
文
字

を
記
し
、
イ
コ
ー
ル
で
対
校
本
の
文
字
を
示
し
た
。
(
【
例
】
③
一
(
底
)
耶
H

乎
。
)
こ
れ
ら
文
字
の
加
減
・
異
同

に
つ
い
て
は
末
尾
に
一
括
し
て
記
し
た
。

ニ
.
翻
刻
読
解

〈
転
換
本
質
概
要
〉

【
原
文
】

(
一
丁
右

i
一
丁
左
五
)
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【
翻
刻
】
一
義
云
実
可
転
換
一
也
実
転
換
者
依
心
自
在
力
一

令
滅
一
土
石
現
行
一
令
生
一
金
銀
現
行
一
也
非
土
石
現

行
即
成
金
銀
現
行
↓
也
又
非
土
石
ノ
種
子
成

金
銀
種
子
一
生
一
一
ハ
金
銀
寸
也
種
子
各
別
也
現
行
各

別
也
本
論
云
雪
山
王
等
起
金
勝
解
即
随
勝



受

~. 
唱豹
託 、

急

解
如
実
非
余
↓

同
抄
云
可
水
質
滅
火
質
別
生
↓
本
疏
云
任
運

実
変
大
地
等
得
為
金
宝
〈
乃
至
〉
然
今
取
転
換
本

質
↓
別
抄
云
地
等
成
金
非
則
;
地
等
転
成
金
等
金
地

等
種
其
体
各
殊
所
生
現
行
体
相
各
異
〈
乃
至
〉

地
相
隠
伏
金
等
相
顕
説
為
転
地
以
成
金
等
↓
皆
此

意
也
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【
訓
読
】
一
義
に
実
に
転
換
す
べ
し
と
云
ふ
な
り
。
実
に
転
換
す
と
は
心
自
在
力
に
依
り
て
土
石
の
現
行
を
滅
せ
し
め
、
金
銀
の
現

行
を
生
ぜ
し
む
な
り
。
土
石
の
現
行
が
す
な
わ
ち
金
銀
の
現
行
を
成
ず
る
に
は
非
ず
。
ま
た
、
土
石
の
種
子
が
金
銀
の
種
子

を
成
じ
金
銀
を
生
じ
る
に
は
非
ず
。
種
子
は
各
別
な
り
。
現
行
も
各
別
な
り
。
『
本
論
』
に
云
く
「
雪
山
王
等
は
金
の
勝
解

を
起
こ
す
。
即
ち
勝
解
に
随
い
て
実
の
如
く
に
し
て
余
に
非
ず
。
」
『
同
抄
』
に
云
く
「
水
質
は
滅
し
、
火
質
は
別
に
生
ず
べ

し
」
と
。
「
本
疏
』
に
一
五
く
「
任
運
に
実
に
大
地
等
を
変
じ
金
宝
と
な
す
を
得
る
。
(
中
略
)
然
る
に
今
は
転
換
本
質
を
取
る
。
」

と
『
別
抄
』
に
云
く
「
地
等
は
金
を
成
ず
。
則
ち
地
等
が
転
じ
て
金
等
を
成
ず
る
に
は
非
ず
、
金
地
等
の
種
は
其
の
体
各
殊

な
り
、
所
生
の
現
行
も
体
相
各
異
な
り
。
(
中
略
)
地
相
は
隠
伏
し
金
等
の
相
が
顕
る
る
を
説
き
て
地
を
転
じ
て
以
て
金
等

を
成
ず
る
と
な
す
。
」
と
。
み
な
こ
の
意
な
り
。



【
解
説
】
「
転
換
本
質
」
の
論
義
は
『
同
学
紗
』
に
お
い
て
は
冒
頭
に
「
土
石
を
金
銀
に
変
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
、
実
に
土
石
の
体

を
転
じ
て
金
銀
を
成
ず
る
の
か
、
土
石
の
う
え
に
金
銀
を
現
ず
る
の
か
」
と
い
う
聞
が
立
て
ら
れ
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

良
遍
の
「
転
換
本
質
」
で
は
「
心
自
在
の
力
に
よ
っ
て
土
石
の
現
行
を
滅
し
て
金
銀
の
現
行
を
生
じ
さ
せ
る
」
こ
と
で
実
際

に
本
質
を
転
換
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
『
同
学
紗
』
中
の
「
実
に
土
石
の
体
を
転
じ
て
金
銀
を
成
じ
る
」
説
が
採
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
背
景
に
は
法
相
唯
識
の
現
象
に
対
す
る
真
撃
な
追
求

姿
勢
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
無
漏
定
通
に
よ
る
不
思
議
の
境
地
を
不
思
議
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
な
く
、
法
相
唯
識

の
八
識
の
体
系
の
中
に
い
か
に
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
か
、
そ
の
追
求
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
実
に
土
石

の
体
を
転
じ
て
金
銀
を
成
じ
る
」
と
い
う
あ
り
方
に
三
つ
の
説
を
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
「
土
石
の
現
行
を
滅
し
て

金
銀
の
現
行
を
生
じ
さ
せ
る
」
説
、
②
「
土
石
の
現
行
が
金
銀
の
現
行
を
成
じ
る
」
説
、
③
「
土
石
の
種
子
が
金
銀
の
種
子

を
成
じ
、
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」
説
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
①
を
採
用
し
、
そ
の
文
証
と
し
て
『
聡
伽
師
地
論
』

(
以
下
、
『
聡
伽
論
』
、
『
大
正
』
三
三
、
四
九
二
、
上
)
、
『
聡
伽
師
地
論
略
纂
』
(
以
下
、
『
略
纂
』
、
『
大
正
』
四
三
、
一
三
八
、

下
)
、
『
述
記
』
(
『
大
正
』
四
三
、
四
八
九
、
上
)
、
『
成
唯
識
論
別
抄
』
(
以
下
、
『
別
抄
』
)
を
挙
げ
て
い
る
。
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【第一

i
第
二
問
答
】

【
原
文
】

(
一
丁
目
左
五

i
二
丁
目
左
二
)

へ
到
す
金
五
錐
国
夫
、
花
器
芝
旬
、
宏
司
ザ
一

'f政
]
議
ど
は

wofwlz一
段
?
司
令
一

【
翻
刻
】

尋
云
金
石
雄
異
一
体
ハ
同
四
塵
也
何
実
即

体
不
改
耶
答
色
法
ノ
好
悪
等
皆
是
法
匁
差
別
也
金



京空
4 ..:;乙
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託手 1
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d
引
帆
M
4
・〆
砂
号
、
〆
久

-LY別
叫

作

'

え
ろ
W
ル
川
内
五
九
同
制
ふ

-r4maqL及
一
回
忠
之

石
等
差
別
;
全
非
仮
相
一
既
実
体
差
別
也
彼
此
則
;
体
改

易
者
転
石
一
*
6

成
金
一
之
時
種
生
現
因
縁
ニ
閥
引
自
果
義
一

若
改
種
子
一
者
自
類
相
生
之
因
縁
又
闘
彼
義
一
法
ノ

相
必
然
故
心
自
在
之
力
モ
不
及
則
?
体
改
転
一
也

増
寿
変
易
時
好
悪
転
変
事
可
為
例

尋
云
転
斉
ノ
種
子
ノ
前
念
劣
ナ
レ
ト
モ
能
引
後
念
勝
品
↓

全
不
閥
引
自
果
義
一
若
;
雄
有
勝
劣
ノ
不
同
一
一
法

一
性
故
-
一
ト
云
者
金
石
又
好
悪
雄
異
一
一
法
一
性
也
前
念
/

石
ノ
種
何
不
引
後
念
ノ
金
種
↓
耶
;
〈
四
無
記
同
別
種
処
灯
釈

大
切
也
可
見
之
〉

答
一
心
品
ノ
作
用
明
昧
等
ノ
不
同
ハ
異
金
石
体
性
各
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別
好
悪
*
m
堅
実
之
差
別
ニ
ハ
心
ノ
作
用
ハ
依
縁
一
転
勝
返
テ
易
シ

色
法
ノ
体
性
ハ
差
別
各
定
転
変
中
々
難
シ
可
思
之
一

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
金
石
異
な
る
と
い
え
ど
も
、
体
は
同
じ
く
四
塵
な
り
。
な
ん
ぞ
実
に
す
な
わ
ち
体
を
改
め
ざ
る
や
。

答
ふ
。
色
法
の
好
悪
等
は
皆
こ
れ
法
年
の
差
別
な
り
。
金
石
等
の
差
異
は
全
く
仮
相
に
非
ず
。
既
に
実
体
の
差
別
な
り
。



彼
此
す
な
わ
ち
体
改
易
せ
ば
、
石
が
金
を
転
成
す
る
時
、
種
生
現
行
の
因
縁
に
引
自
果
義
を
関
く
。
若
し
種
子
を
改
む
れ
ば
、

自
類
相
生
の
因
縁
も
ま
た
、
彼
の
義
を
働
く
。
法
相
は
必
然
な
る
が
放
に
心
自
在
の
力
も
即
ち
体
の
改
転
に
は
及
ば
ず
。

増
寿
変
易
の
時
、
好
悪
の
転
変
す
る
事
を
例
と
な
す
べ
し

尋
ね
て
云
く
。
転
斉
の
種
子
の
前
念
劣
な
れ
ど
も
後
念
の
勝
品
を
引
く
。
全
く
引
自
果
義
を
閥
か
ず
。
若
し
勝
劣
不
同
有

り
と
雄
も
、
法
一
性
故
に
と
い
わ
ば
、
金
石
ま
た
好
悪
異
な
る
と
難
も
、
一
法
一
性
な
り
。
前
念
の
石
の
種
、
な
ん
ぞ
後

念
の
金
の
種
を
引
か
ざ
る
や
。
〈
四
無
記
同
別
処
鐙
尺
大
切
な
り
。
こ
れ
を
見
る
べ
し
。
〉

答
ふ
。
-
心
口
問
の
作
用
明
昧
等
の
不
同
は
金
石
の
体
性
各
別
、
悪
好
堅
実
の
差
別
に
異
な
れ
り
。
心
の
作
用
は
縁
に
依
り

て
勝
に
転
じ
返
っ
て
滅
す
。
色
法
の
体
性
は
差
別
各
定
ま
り
。
転
変
は
中
々
難
し
。
こ
れ
を
恩
ふ
ベ
し
。

門
解
説
】

第
一
問
答
お
よ
び
第
二
問
答
で
は
先
に
述
べ
た
②
一
土
石
の
現
行
が
金
銀
の
現
行
を
成
じ
る
」
説
③
「
土
石
の
種
子
が
金

銀
の
種
子
を
成
じ
、
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」
説
を
A

筆
頭
に
置
き
、
こ
れ
ら
を
退
け
る
よ
う
な
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
問
答
に
お
い
て
は
土
石
と
金
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
体
は
ど
ち
ら
も
四
塵
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
改
め
る
こ
と
が
出
来

る
は
ず
で
あ
る
と
難
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、
金
や
石
と
い
う
色
法
の
差
別
は
法
が
の
も
の
で
あ
っ
て
仮
相

で
は
な
い
こ
と
を
ま
ず
述
べ
、
こ
の
ま
ま
で
は
種
子
六
義
の
う
ち
の
引
自
果
の
義
(
種
子
は
必
ず
自
ら
の
巣
を
引
生
す
る
こ

と
)
お
よ
び
恒
随
転
の
義
に
説
か
れ
る
自
類
相
生
(
前
種
が
後
種
を
生
じ
る
〉
の
義
を
欠
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
指
摘

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
や
石
な
ど
の
諸
法
の
相
は
理
の
ま
ま
に
必
然
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
「
心

自
在
の
力
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
改
転
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
問
答
の
直
前
に
は
「
増
寿
変
易
の
時
、
好
悪
転
変
す
る
事
を
例
と
な
す
べ
し
。
L

と
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
問
答
に
続
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い
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
第
二
問
答
に
属
す
る
と
い
え
る
。
第
二
問
答
で
は
「
転
斉

の
種
子
は
前
念
が
劣
で
あ
っ
て
も
後
念
に
勝
品
を
引
く
。
」
と
難
じ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
理
解
し
が
た
い
が
直
前
の
一

文
が
第
二
問
答
に
属
す
る
と
考
え
れ
ば
、
問
の
内
容
が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
八
地
巳
上
の
菩
薩
は
必
ず
箆
体
で
あ
る

分
段
身
を
転
変
改
易
し
て
、
悲
願
の
力
に
よ
り
不
思
議
変
易
身
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
前
念
が
劣
で
あ
っ
て
も
後
念
に
勝

品
を
引
く
こ
と
が
出
来
る
と
難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
一
心
品
上
の
差
別
と
色
法
の
差
別
と
は
異

な
り
、
色
法
の
体
性
は
各
々
定
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
中
々
転
変
す
る
こ
と
が
な
い
と
答
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
第
一
問
答
お
よ
び
第
二
問
答
で
は
「
種
生
現
」
の
論
理
や
色
法
の
差
別
は
転
変
し
が
た
い
と
い
う
論
理
を

用
い
て
「
土
石
の
現
行
が
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」
、
「
土
石
の
種
子
が
金
銀
の
種
子
を
成
じ
、
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」
一
一

説
を
廃
し
て
い
る
。

【
第
三
問
答
】

【
原
文
】

(
二
丁
目
左
三

i
三
丁
目
左
六
)

必が
v

，ゑ
f
-
K
M
ハ
糸
乱
。
一
Jf集
る
お
や
め
叫
J
'
i
A
?

え
ら
ア
州
引
坊
て
祭
、ゲ

m-7選
比
紘
一行

V
J

す
俗
、
長

7・
9AZ符
子
唯
ぷ
勾
J

M
q
J
-
姶
下
手
』
ナ
グ
叉
必
J

ル
川

τ純
文
，
攻
泳
挙

h.4L

A

戸
、
伊
務
格
系
三

47攻
、
殺
そ
7
1
1

組
羽
狩
J

人
気
炎
、
夜

'K号
訴
宗
佑
憶
し
長
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【
翻
刻
】

尋
云
若
年
者
*
日
只
石
現
行
ノ
五
上
ニ
覆
テ
金
現
行
寸
可
令

見
之
一
別
抄
宣
非
此
意
一
耶
*
m
必
滅
地
ノ
現
行
ゴ
五
事

有
*
u
何
文
理
一
耶
而
若

2
随
欲
転
変
ノ
力
唯
心
如
幻
ノ

理
可
然
一
故
云
*
凶
者
実
ニ
体
性
可
転
変
一
境
ノ
体
実
ニ
ハ
為
メ
ニ

心
一
不
被
転
変
一
者
罵
唯
識
義
耶

答
所
難
太
寛
太
狭
也
凡
一
切
諸
法
雄
非
竪
実
一



ふ
鍬
孔
乃
dJらふく一
Y
九
ぞ
ね
花
ぽ
4

・

7
1
2

ポ
紘
一
J

末
、
殺
到
ル
1
3
2
m常
事
=
守
峰
、
3
毛

主
主
乏
ふ
到
引
司
司
お

z
f
k
f
u
不
同
み
v
在
日
夕

1
2染
地
視
枚
、
素

足
元
ん
自
宅
ど
芝
湊
塾
長
薬
事

長
徒
庁
非
協
普
及
、
川
市
返
す
努
ム
祭

Z
X
L方
秒
、
い
勺
沖
y

什
代
将
夜
、
h
k
v必
叫
す
み
不
安

孔
焚
貸
別
生
一
小
τW4弘
ナ
J
R
イ
も
、
之
程

如
幻
/
体
性
宛
然
シ
テ
相
分
タ
リ
種
子
現
行
各
守
自
類
ゴ
打
更
不
雑

乱
一
然
皆
是
一
心
ノ
作
用
故
依
品
以
心
一
為
増
上
縁
↓
生
是
唯

識
転
変
之
理
因
縁
所
生
ノ
*
m
義
也
若
不
知
此
理
寸
之
時
ハ

由
無
始
串
習
一
一
境
界
不
随
今
ノ
所
念
一
若
深
ク
知
此
理
一
畢

之
*
却
時
ハ
境
界
随
所
念
一
一
自
在
也
故
思
金
↓
地
現
滅
シ
テ
金
現

生
是
自
在
難
思
ノ
力
也
難
云
唯
識
↓
心
内
/
諸
法
ハ
全

不
雑
乱
一
随
テ
心
ノ
所
念
一
一
生
起
ス
ル
宣
非
随
心
一
耶
2
以
云

唯
識
↓
一
切
令
雑
乱
一
者
是
不
知
唯
識
言
深
意
趣
一
也

如
云
唯
言
不
遮
不
離
色
等
↓
一
切
皆
可
知
之
一
若
法
体
雑

乱
セ
ハ
者
*
n
量
不
同
外
道
見
一
一
耶
ぉ
但
必
滅
地
現
行
寸
事
ハ

是
心
自
在
之
至
ル
分
斉
也
滅
此
現
一
令
生
彼
現
イ
全
不
一
帯

法
/
相
一
五
能
叶
転
換
ノ
実
義
一
一
心
自
在
之
力
依
ヵ
何
一
不
能
一
哉
*
お

是
以
ユ
カ
抄
ニ
不
シ
テ
許
体
性
転
変
之
義
↓
而
述
タ
リ
可
水
質

滅
火
質
別
生
↓
今
所
成
一
品
趣
分
明
也
是
*
釘
文
理
*
お
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【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
若
し
し
か
ら
ば
、
た
だ
石
の
現
行
の
上
に
金
の
現
行
を
覆
ひ
て
、
こ
れ
を
見
せ
し
む
べ
し
。
『
別
抄
』
は

あ
に
こ
の
意
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
必
ず
地
の
現
行
を
滅
す
と
云
ふ
事
何
の
文
理
有
る
や
。
し
か
る
に
若
し
随
欲
転
変
の
力
、

唯
心
如
幻
の
理
は
し
か
る
べ
き
故
に
と
云
は
ば
、
実
に
体
性
は
転
変
す
べ
し
。
境
の
体
、
実
に
は
心
の
為
に
転
変
せ
ら
れ
ず



ん
ば
、
い
ず
く
ん
ぞ
唯
識
の
義
な
る
や
。

答
ふ
。
所
難
は
太
寛
太
狭
な
り
。
凡
そ
一
切
諸
法
は
堅
実
に
あ
ら
ず
と
雄
も
如
幻
の
体
性
は
宛
然
と
し
て
相
分
た
り
。
種

子
の
現
行
は
各
自
類
を
守
り
、
更
に
雑
乱
せ
ず
。
然
る
に
、
皆
是
一
心
の
作
用
な
る
が
放
に
依
っ
て
、
心
を
も
っ
て
増
上
縁

と
な
し
て
生
ず
。

ζ

れ
唯
識
転
変
の
理
、
因
縁
所
生
の
義
な
り
。
若
し
こ
の
理
を
知
ら
ざ
る
の
時
は
無
姶
串
習
に
由
り
て
境

界
は
今
の
所
念
に
髄
わ
ず
。
若
し
深
く
こ
の
理
を
知
り
畢
ぬ
る
の
時
は
境
界
は
所
念
に
随
い
て
自
在
な
り
。
ゆ
え
に
金
と
恩

へ
ば
地
の
現
滅
し
て
、
金
の
現
生
ず
。
こ
れ
自
在
難
恩
の
カ
な
り
。
唯
識
と
云
ふ
と
灘
も
心
内
の
諸
法
は
全
く
雑
乱
せ
ず
。

心
の
所
念
に
随
い
て
生
起
す
る
は
、
最
に
随
心
に
あ
ら
ざ
る
や
。
も
っ
て
唯
識
と
玄
ひ
で
一
切
を
ば
雑
乱
せ
し
む
れ
ば
、
こ

れ
唯
識
の
一
言
の
深
き
意
趣
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
「
唯
の
言
は
(
識
に
)
離
れ
ざ
る
色
を
遮
さ
ず
o
」
等
と
云
ふ
が
如
し
。
一
切

皆
こ
れ
を
知
る
べ
し
。
若
し
法
体
を
雑
乱
せ
ば
、
宣
に
外
道
の
見
に
同
じ
か
ら
ず
や
。
但
だ
必
ず
地
の
現
行
を
滅
す
る
事
は

こ
れ
心
自
在
の
至
る
分
斉
な
り
。
こ
の
現
を
滅
し
て
彼
の
現
を
生
ぜ
し
む
る
は
全
く
法
の
相
に
寧
せ
ず
、
能
く
転
換
の
実
義

に
叶
ふ
。
心
自
在
の
力
は
何
に
由
り
て
か
、
あ
た
は
ざ
る
や
。
こ
れ
を
も
っ
て
『
ユ
ガ
抄
』
に
体
性
転
変
の
義
を
許
さ
ず
し

て
「
水
質
は
滅
し
、
火
質
は
別
に
生
ず
ベ
し
」
と
述
べ
た
り
。
今
成
ず
る
と
こ
ろ
の
趣
は
分
明
な
り
。
こ
れ
文
理
な
り
。
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門
解
説
凶

第
三
問
答
で
は
「
土
石
の
現
行
が
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」
説
で
も
、
「
土
石
の
種
子
が
金
銀
の
種
子
を
成
じ
、
金
銀
の

現
行
を
生
じ
る
」
説
で
も
な
い
と
と
を
承
け
て
、
「
石
の
現
行
の
う
え
に
金
の
現
行
を
覆
う
」
説
を
挙
げ
て
「
実
に
体
を
転

ず
る
」
説
を
難
じ
て
い
る
。
こ
の
「
石
の
現
行
の
う
え
に
金
の
現
行
を
覆
う
」
と
い
う
説
は
『
同
学
紗
』
(
『
大
正
』
六
六
、

四
二
二
、
下

i
)
に
お
い
て
「
実
に
転
じ
る
」
説
と
並
べ
挙
げ
ら
れ
る
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
地
の
現
行
を
滅
し
て
金
の
現

行
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
と
に
関
し
て
文
証
・
理
証
を
求
め
る
。
そ
の
上
で
「
唯
心
如
幻
の
理
は
し
か
る
べ
き
故
に
」
と
い
う



回
答
を
想
定
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
第
一
問
答
お
よ
び
第
二
問
答
で
退
け
た
「
土
石
の
現
行
が
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」

説
や
「
土
石
の
種
子
が
金
銀
の
種
子
を
成
じ
、
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
」
説
の
よ
う
に
体
性
の
転
変
を
許
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。こ
の
難
に
対
し
て
答
文
で
は
、
第
一
答
、
第
二
答
と
同
様
に
「
種
生
現
」
の
論
理
に
基
づ
い
て
論
じ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

諸
法
の
種
子
の
現
行
は
自
類
相
生
の
因
縁
を
守
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
乱
す
こ
と
が
な
い
と
い
う
唯
識
転
変
の
理
・
因
縁
所
生

の
義
を
深
く
知
る
こ
と
こ
そ
「
心
自
在
」
の
至
る
あ
り
方
で
あ
る
。
す
で
に
理
と
義
に
了
達
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
境
界
を

思
い
の
ま
ま
に
転
じ
る
に
際
し
て
は
理
と
義
に
反
す
る
よ
う
な
法
体
を
雑
乱
す
る
こ
と
が
な
く
、
大
地
の
現
行
を
滅
し
て
金

の
現
行
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
た
と
え
大
力
菩
薩
の
無
漏
定
通
で
あ
る
と
し
て
も

法
相
教
学
の
種
子
因
縁
論
を
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
真
撃
な
会
通
が
な
さ
れ
、
論
理
構
築
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
『
略
纂
』
(
『
大
正
』
四
三
、
二
二
八
、
下
)
で
は
体
性
転
変
を
許
し
て
い
な
い
と
し
「
水
質
は
滅
し
、
火
質
は
別

に
生
ず
べ
し
」
の
文
を
引
き
文
証
と
し
て
い
る
。
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【
第
四
問
答
】

【
原
文
】

(
三
丁
七

i
四
丁
右
三
)

aま
突
進
主
人
.2活
問
勺
弥
一
号
本
長
一
本
糸
口
勺

均一友、げ打、
-
M

弐
づ
(

【
翻
刻
】

尋
云
湛
大
海
於
毛
孔
一
収
須
弥
於
芥
子
一
等
難
思
也

何
実
ニ
体
性
不
変
一
耶
*
m



偽

4
4品川い
R
Fふ
令
系
ゐ
泳
入
E
及
本
北

何
実
-
一
体
性
不
変
一
耶
*
初

答
大
小
ハ
品
相
対
仮
也
彼
此
相
容
全
不
為
難
一
金
石
等
ハ
非

仮
相
不
同
何
例
耶

T 

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
大
海
を
毛
孔
に
湛
え
、
須
弥
を
芥
子
に
双
ぷ
る
等
は
難
思
な
り
。
何
ぞ
実
に
体
性
は
変
わ
ら
ざ
る
や
。
何

ぞ
実
に
体
性
変
わ
ら
ざ
る
や
。

答
ふ
。
大
小
は
相
対
仮
な
り
。
彼
此
相
容
し
て
全
く
難
と
な
さ
ず
。
金
石
等
は
仮
相
に
非
ず
し
て
、
同
じ
か
ら
ず
。
何
ぞ

例
す
る
や
。

89 

【
解
説
】

第
四
問
答
は
大
海
を
毛
孔
に
湛
え
た
り
、
須
弥
を
芥
子
に
収
め
た
り
と
い
う
神
変
は
実
際
に
体
性
を
転
変
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
な
し
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
難
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
難
に
対
し
て
答
文
で
は
、
大
小
と
い
う
の
は
相
対
関
係

の
中
で
語
ら
れ
る
虚
仮
の
も
の
で
あ
っ
て
、
須
弥
を
芥
子
に
収
め
、
大
海
を
毛
孔
に
湛
え
る
よ
う
な
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。
金
と
石
と
い
う
別
種
の
所
生
た
る
色
法
に
そ
の
論
理
を
当
て
は
め
る
事
は
出
来
な
い
と
し
て
い
る
。

実
は
こ
の
「
相
対
仮
」
の
会
釈
は
字
句
に
多
少
の
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
、
他
の
多
く
の
短
釈
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
問

答
で
、
そ
の
大
元
は
貞
慶
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
品
そ
の
貞
慶
に
よ
る
会
通
が
脈
々
と
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。



【
第
五
問
答
】

【
原
文
】

(
四
丁
右
四

i
五
丁
右
四
)

務
一
式
ー
の
位
発
表
会
主
会
す
受
を
合
一

プ

FJ-
之
司
王
ふ

Jawrpv子
科
vtf-
ず
陶
-J
-
フ九

g
N・4
氷
河
ぱ
現
行
倶
禾
荻
4

ず
ム
柄
、
げ
今
世
幻
白
川
事
事
手

、豆
、
議
宥
偽
支
L

之
島

z.44fz

、
受
瓜
訟
を
偽
み
ん
-
之
尋リ
F
又
司
令
暮
法
判
-
仏
人
♂
『

【
翻
刻
】

尋
云
若
必
滅
地
等
現
行
寸
者
於
是
一
処
一
或
有
情
又
有
為
テ
土

石
↓
可
受
用
一
者
金
銀
無
用
也
菩
薩
利
生
一
方
閥
ス
以
之
一

思
之
一
金
地
現
行
倶
不
シ
テ
滅
二
処
相
容
シ
テ
如
幻
自
在
ナ
レ
ハ
互

無
碍
也
或
有
情
ハ
為
金
↓
受
用
シ
テ
実
ニ
有
其
体
一
故
可
有

実
用
一
或
有
情
ハ
為
石
受
用
シ
テ
実
有
其
体
一
故
又
可

有
実
用
二
時
一
念
之
中
ニ
モ
彼
此
皆
具
足
シ
テ
返
可
有
其

徳
一
何
必
滅
地
等
現
行
一
耶
品
是
以
霊
山
三
変
土
田
之
時
ハ

猶
不
シ
テ
滅
一
械
*
M
相
ヲ
其
上
覆
浄
相
一
〈
見
タ
リ
〉
則
*
ぉ
此
義

欺答
今
所
成
者
心
自
在
力
之
至
ル
分
斉
転
換
之
至
極

必
堪
滅
地
形
〈
現
イ
〉
一
生
金
現
ゴ
鉛
故
有
此
所
観
一
之
時
ハ
必

可
如
此
一

〈
為
言
〉
若
金
地
倶
ニ
可
為
用
之
時
ハ
彼
此
現
行
一
処
ニ
相
容

互
無
碍
ナ
ラ
ン
事
又
不
*
幻
遮
之
若
不
匁
者
随
*
ぉ
転
変
耶
*
却

然
可
限
其
分
斉
一
者
*
羽
又
失
自
在
ノ
義
イ
侃
或
滅
地
現
一
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或
不
滅
之
一
皆
可
随
所
欲
一
一
疑
難
取
一
辺
一
捨
一
辺
一
欺

然
云
転
換

2
本
質
↓
者
正
ハ
其
滅
地
現
↓
生
金
ノ
現
↓
之
*
必

時
ノ
事
也
土
石
本
質
不
滅
一
者
転
換
之
*
必
義
猶
劣
故

可
為
種
類
↓
也

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
若
し
必
ず
地
等
の
現
行
を
滅
す
れ
ば
此
の
一
処
に
於
い
て
或
有
情
は
ま
た
土
石
と
し
て
受
用
ず
べ
き
者
は

金
銀
無
用
な
り
。
菩
薩
の
利
生
、
一
方
に
闘
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
思
う
べ
し
。
金
と
地
の
現
行
は
倶
に
滅
せ
ず
し

て
一
処
相
容
し
て
如
幻
自
在
な
れ
ば
互
い
に
無
碍
な
り
。
或
有
情
は
金
と
な
し
て
受
用
し
て
実
に
そ
の
体
有
り
。
故
に
実
用

有
る
べ
し
。
或
有
情
は
石
と
為
し
て
受
用
し
て
実
に
其
の
体
有
る
が
故
に
、
ま
た
実
用
有
る
べ
し
。
一
時
一
念
の
中
に
も
、

彼
此
皆
な
具
足
し
て
返
り
て
そ
の
徳
有
る
べ
し
。
何
ぞ
必
ず
地
等
の
現
行
を
滅
す
る
や
。
こ
れ
を
以
て
霊
山
三
変
土
田
浄
土

の
時
は
猶
し
械
相
を
滅
せ
ず
し
て
そ
の
上
に
浄
相
を
覆
ふ
と
見
た
り
。
則
ち
こ
の
義
な
る
か
。

答
ふ
。
今
成
ず
る
と
こ
ろ
は
心
自
在
の
力
の
至
る
分
斉
、
転
換
の
至
極
な
り
。
必
ず
地
の
眼
を
滅
し
て
金
の
現
を
生
ず
る

に
堪
ふ
。
故
に
こ
の
所
観
有
る
の
時
は
必
ず
こ
の
知
く
な
る
べ
し
。
若
し
金
地
倶
に
こ
れ
を
用
ふ
と
な
す
べ
き
時
は
彼
此
の

現
行
は
一
処
に
相
容
し
て
互
い
に
無
碍
な
ら
ん
事
ま
た
こ
れ
を
遮
さ
ず
。
若
し
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
量
に
随
(
欲
)
転
変
な
ら

ん
や
。
然
る
に
、
そ
の
分
斉
を
限
れ
ば
ま
た
、
自
在
の
義
を
失
す
。
の
っ
て
或
は
地
の
現
を
滅
し
、
或
は
こ
れ
を
減
せ
ず
。

皆
な
こ
れ
所
欲
に
随
ふ
べ
し
。
疑
難
は
一
辺
を
取
り
て
一
辺
を
捨
つ
る
か
。
然
る
に
転
換
本
質
と
云
ふ
は
正
く
は
そ
の
地
の

現
を
滅
し
、
金
の
現
を
生
ず
る
時
の
こ
と
な
り
。
土
石
の
本
質
減
せ
ざ
れ
ば
転
換
の
義
は
猶
し
劣
な
る
が
故
に
種
類
と
な
す

べ
き
な
り
。
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門
解
説
凶

第
六
問
答
で
は
菩
薩
の
利
生
と
い
う
観
点
か
ら
「
必
ず
地
等
の
現
行
を
滅
す
る
」
説
を
難
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
転
換

本
質
が
「
必
ず
地
等
の
現
行
を
滅
す
る
」
事
で
あ
れ
ば
、
正
受
化
の
有
情
に
対
し
て
は
利
益
が
あ
る
が
、
虫
類
な
ど
の
土
石

を
土
石
と
し
て
受
用
す
る
そ
の
他
の
有
情
に
と
っ
て
は
利
益
が
な
い
と
し
、
菩
薩
の
利
生
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な

い
の
で
現
行
を
滅
し
な
い
ま
ま
一
処
に
相
容
す
る
は
ず
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
変
土
悶
を
相
例
と
し
て
挙
げ
る
。

=
一
変
土
聞
は
「
妙
法
蓮
華
経
』
「
見
宝
塔
品
」
中
に
説
か
れ
る
も
の
で
、
釈
尊
が
多
賓
塔
を
供
養
す
る
た
め
に
霊
鷲
山
に
や
っ

て
く
る
に
際
し
て
神
力
に
よ
っ
て
三
度
、
議
士
を
変
じ
て
浄
土
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
浄
土
の
相
が
繊
土
の
相
を

覆
っ
て
お
り
、
「
必
ず
地
等
の
現
行
を
滅
す
る
」
と
い
う
説
の
妥
当
性
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、
転
換
本
質
は
心
自
在
力
の
至
る
あ
り
方
で
、
必
ず
地
等
の
現
行
を
滅
し
て
金
の
現
行
を
生
じ

さ
せ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
金
と
し
て
受
用
す
る
有
情
、
土
石
と
し
て
受
用
す
る
有
情
が
岡
処
に
あ
る
時
は
地
と
金
の
現
行

が
一
処
相
容
す
る
と
し
て
る
。
す
な
わ
ち
金
と
受
用
す
る
有
情
の
前
に
は
地
の
現
行
が
滅
し
、
地
と
し
て
受
用
す
る
有
情
の

前
に
は
地
の
現
行
が
滅
さ
な
い
と
す
る
α

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
が
「
随
欲
転
変
」
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
転
換
本
質
と
は

大
地
の
現
行
を
減
し
て
金
銀
の
現
行
を
生
じ
る
こ
と
で
、
土
石
の
本
質
相
分
を
滅
し
な
け
れ
ば
転
換
の
義
が
劣
る
の
で
、
本

物
と
は
い
え
ず
「
種
類
」
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
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【
第
六
問
答
】

【
原
文
】

(
五
丁
右
五

i
六
丁
右
六
)

aT全集
4

ぷ
入
札
そ
J4有
新
多
否
、
市
Jyb

本

Jγ
バ
ヂ
ポ
v
え，竹芝ル竹メ'〈ゲ一一
z
T
貯
そ
ろ

l
i

a鏡会
話
十
五
友
会
人
込
・
小
説
、
不
u
t
局、ゲ弘之

周
泊
、
義
一'
一
丸
詩
人
ニ
柔
d
y
ぶ
チ
総
戸
久
-枚
サ
モ

2
一

【
翻
刻
】

尋
云
宗
家
解
釈
ハ
諸
義
各
有

L
断
簡
二
向
不
可
属
一

今
義
一
一
今
所
成
一
人
師
先
徳
/
釈
/
中
ニ
有
此
義
道
一
耶
*
必

答
鏡
水
抄
十
一
云
変
石
為
金
令
諸
衆
生
得
実
受

用
簡
異
凡
夫
二
乗
有
願
不
能
実
救
故
也
〈
乃
至
〉

間
変
石
為
金
一
之
時
為
石
則
*
必
金
為
シ
於
石
上
別
変
為
金
一

若
石
則
*
U
金
ナ
ラ
ハ
為
同
種
生
為
別
種
生
一
若
別
変
者
既

不
従
石
一
生
一
復
依
何
一
生

答
但
詫
於
石
一
一
為
増
上
縁
一
其
実
ハ
変
ル
ハ
金
↓
従
自
種
一

起
故
〈
元
イ
〉
若
現
*
必
他
種
則
*
。
闘
引
自
果
義
一
〈
云
云
〉

十
巻
私

記
五
云
問
変
地
等
成
金
一
品
耶
*
日
答
彼
地
等
種
子
金

等
種
子

O
〈
別
ナ
リ
〉
今
転
変
地
等
一
成
金
宝
等
一
者
止
テ
地
等

現
行
一
品

云
転
地
等
て
日
金
宝
等
↓
也
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一 ‘J ‘J 

又
太
抄
釈
疏
↓
云
則
*
凶
作
金
時
地
体
等
以
滅
余
人
得
此

金
等
ノ
法
一
有
実
用
〈
云
云
〉
又
ユ
カ
抄
是
分
明
詮
也
余

義
甚
難
会
釈
一
*
日
既
云
可
水
質
滅
等
↓
宣
不
ト
滅
水

質
ヲ
得
意
耶

又
大
難
体
性
転
変
義
↓
則
*
弱
体
*
訂
転
変
意
得

耶
*
m
m
仰
一
向
相
当
今
ノ
義
一
也

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
宗
家
の
解
釈
は
諸
義
各
断
簡
あ
り
。

の
釈
の
中
に
こ
の
義
道
は
有
る
や
。

答
ふ
。
『
鏡
水
抄
」
十
一
に
云
く
。
「
石
を
変
じ
て
金
と
な
し
諸
の
衆
生
を
し
て
実
の
受
用
を
得
さ
し
む
、
異
、
凡
夫
二
乗

を
簡
ぷ
。
願
あ
る
も
実
に
救
す
る
能
は
ざ
る
が
故
な
り
(
中
略
)
問
ふ
。
石
を
変
じ
て
金
と
な
す
時
、
石
を
則
ち
金
と
な
す

か
、
為
た
、
石
上
に
お
い
て
別
に
変
じ
て
金
を
な
す
か
。
若
し
石
を
則
ち
金
と
せ
ば
同
種
生
と
な
す
や
、
別
種
生
と
な
す
や
。

若
し
別
に
変
ず
る
と
せ
ば
既
に
石
従
り
生
ぜ
ず
。
復
た
何
に
依
り
て
か
生
ず
。
答
ふ
。
但
だ
石
に
詫
し
て
増
上
縁
と
な
す
。

そ
の
実
は
金
と
変
ず
る
は
自
種
従
り
起
こ
る
が
故
に
、
若
し
現
(
親
し
く
)
他
種
な
ら
ば
、
則
ち
引
自
果
義
を
闘
く
」
と
。

『
十
巻
私
記
』
五
に
云
く
。
「
問
ふ
。
地
等
を
変
じ
て
金
を
成
、
ず
る
や
。
答
ふ
。
彼
の
地
等
種
子
と
金
等
種
子
と
は
各
別
な

り
。
今
地
等
を
転
変
し
て
金
宝
等
を
成
ず
る
と
は
地
等
の
現
行
を
止
め
て
地
等
を
転
じ
金
宝
等
(
を
成
ず
る
と
)
云
ふ
。
」
と
。

又
、
「
太
抄
』
は
『
疏
』
を
釈
し
て
云
く
。
「
則
ち
金
と
な
す
時
、
地
の
体
等
は
滅
す
る
を
以
て
余
人
は
こ
の
金
等
の
方
を

得
る
。
」
と
。

一
向
に
今
義
に
は
属
す
べ
か
ら
ず
。
今
成
ず
る
と
こ
ろ
の
人
師
先
徳
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又
、
『
ユ
ガ
抄
』
は
こ
れ
分
明
な
る
設
な
り
。
余
義
は
甚
だ
会
釈
し
難
し
。
既
に
「
水
質
は
減
す
ベ
し
等
」
と
云
ふ
は
、

豊
に
水
質
を
減
せ
ざ
る
と
意
を
得
ん
や
。
又
、
大
い
に
体
性
転
変
の
義
を
難
ず
。
則
ち
体
転
変
の
意
は
得
る
や
。
の
っ
て
一

向
に
今
の
義
に
相
当
す
な
り
。

門
解
説
】

第
六
問
で
は
拠
る
と
こ
ろ
の
先
徳
の
解
釈
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。

て
い
る
。
引
用
さ
れ
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
答
文
の
ほ
と
ん
ど
は
引
用
文
と
な
っ

①
『
鏡
水
抄
』
(
栖
復
(
生
没
年
不
詳
)
『
法
華
玄
賛
妥
集
』
〔
『
続
蔵
』
一
一
一
十
四
、
四
二
四
、
下
)
)

②
『
十
巻
私
記
』
(
作
者
不
詳
)

③
『
太
抄
」
(
露
泰
(
生
没
年
不
詳
)
撰
『
成
唯
識
論
疏
抄
』
(
『
続
蔵
』
五
十
、
三
四
八
、
中
)
)

④
基
『
略
纂
』
(
『
大
正
』
四
十
三
、
二
ニ
八
、
下
)
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こ
れ
ら
を
四
つ
の
書
を
挙
げ
「
士
石
の
現
行
を
滅
し
て
金
銀
の
現
行
を
生
じ
さ
せ
る
」
説
の
依
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
「
②
『
十
巻
私
記
と
に
つ
い
て
は
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
「
鏡
水
抄
』
の
「
金
は
白
種
よ
り
生
じ
る
」
、
「
十
巻
私
記
」

の
「
地
等
の
現
行
を
止
め
て
地
等
を
転
じ
金
宝
等
を
成
じ
る
」
、
『
太
抄
』
の
「
地
の
体
等
は
滅
す
る
を
以
て
余
人
は
こ
の
金

等
の
方
を
得
る
。
」
、
『
略
纂
』
の
「
水
質
は
減
す
ベ
し
L

と
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
も
っ
て
文
証
と
し
て
い
る
。
中
で
も
『
略

纂
』
の
「
水
質
は
減
す
ベ
し
」
を
明
ら
か
な
文
証
と
し
て
挙
げ
、
さ
ら
に
「
略
纂
』
は
土
石
の
種
子
が
金
の
種
子
を
生
じ
た

り
、
土
石
の
現
行
が
金
の
現
行
と
な
る
と
い
う
よ
う
な
体
性
転
変
を
難
じ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
体
性
転
変
を
難
ず
る



と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
略
纂
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
略
纂
』
(
『
大
正
』
四
一
二
、
二
二
八
、
下
)

只
タ
可
コ
水
質
ハ
滅
ν
火
質
ハ
別
ュ
生
三
(
中
略

有
ノ
増
ス
ル
失
ナ
ル
ヵ
故
品
、
不
ν
可
づ
転
づ
性
ヲ
也
。

)
。
若
ν
改
w
性
ヲ
成
同
レ
ハ
性
ヲ
者
、
転
コ
テ
無
情
↓
成
ユ
有
性
↓
。
即
チ
衆
生
界
一
一

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
体
性
転
変
を
許
す
こ
と
は
無
情
を
有
情
に
転
ず
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
菩
薩
の
利
生
に
お
い

て
度
す
べ
き
衆
生
が
増
え
か
ね
な
い
と
し
、
体
性
転
変
を
許
さ
な
い
と
い
う
記
述
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
先
徳
に

よ
っ
て
も
「
土
石
の
現
行
を
滅
し
て
金
銀
の
現
行
を
生
じ
さ
せ
る
」
説
が
支
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
元
は
基
に
返
る
こ
と

が
出
来
る
と
強
調
さ
れ
る
問
答
が
本
問
答
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
、
転
換
本
質
に
関
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
議
論
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
「
種
生
現
の
論
理
や
「
心
内
の
諸
法

は
全
く
雑
乱
せ
ず
L

な
ど
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
菩
薩
の
定
通
に
よ
る
不
思
議
の
境
界
を
唯
識
教
学
上
の
論
理
構
造
に
よ
っ

て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
こ
の
こ
と
を
通
し
て
唯
識
定
立
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ

れ
は
論
義
「
転
換
本
質
し
が
『
成
唯
識
論
』
中
の
「
九
難
義
」
の
一
段
に
属
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
凡
夫
の
到
底
及
ぶ
こ
と
の
な
い
不
思
議
の
境
界
も
法
相
の
論
理
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈
疏
二
釈
断
簡
〉

門
原
文
〕

門
第
一
問
答
〕

(
六
丁
右
七

i
七
丁
右
八
〕
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【
翻
刻
】
疏
二
釈
断
簡

尋
云
疏
云
或
意
解
思
惟
観
一
等
者
論
ノ
心
自
在
ニ

取
意
解
思
惟
一
欺
将
於
テ
凡
ノ
事
一
是
難
有
一
論
ノ
心
自
在
ニ
ハ

不
取
之
一
云
欺
又
意
解
思
惟
観
ト
品
者
如
何
又
此
観
誰
人

之
所
観
〈
作
〉
耶

答
十
巻
私
記
五
云
問
先
徳
*
ω
自
在
者
何
人
耶

答
謂
*
飢
疏
有
二
釈
初
釈
ハ
実
変
大
地
等
本
質
一

為
金
等
一
令
有
情
受
用
一
菩
薩
ヲ
云
自
在
者
↓
後
釈

遍
取
二
乗
異
生
ノ
意
解
思
惟
ノ
観
一
也
問
二
釈
中
*
ω

何
為
好
一
耶
*
印
答
疏
則

a初
釈
為
是
一
〈
云
云
〉
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問
云
匁
意
如
品
何
答
得
定
自
在
ノ
人
-
一
ハ
取
転
換
本

質
一
意
解
思
惟
観
ハ
不
転
換
本
質
一
故
初
釈
為
是

也
〈
云
云
〉
先
徳
釈
能
叶
疏
文
一
*
“
何
初
釈
ハ
論
ノ
心
自
在
ニ
唯

取菩
薩
↓
後
釈
広
取
菩
薩
二
乗
等
↓
意
解
思
惟
観
ハ
即
二

乗
異
生
ノ
所
作
也
但
於
意
解
思
惟
ノ
転
変
ノ
分
斉
一



者
太
抄
ニ
釈
云
或
有
観
行
者

O
於
仮
相
*
肝
心
一
多
時

修
此
観
一
己
後
即
自
身
見
大
地
一
為
金
↓
余
人
皆

見
大
地
↓
不
見
為
金
一
不
得
受
用
一
〈
云
云
〉

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
『
疏
』
に
「
或
意
解
思
惟
観
」
と
云
ふ
等
は
論
の
心
自
在
に
意
解
思
惟
観
を
取
る
か
。
将
た
凡
そ
の
事
に

於
い
て
、
こ
れ
有
る
と
雄
も
論
の
心
自
在
に
は
こ
れ
を
取
ら
ず
と
云
ふ
か
。
ま
た
意
解
思
惟
観
と
は
如
何
。
ま
た
こ
の
観
は

誰
人
の
所
観
(
作
)
な
る
や
。

答
ふ
。
『
十
巻
私
記
』
五
に
云
く
。
「
問
ふ
。
先
徳
〔
の
心
〕
自
在
と
は
い
ず
れ
の
人
な
る
や
。
答
ふ
。
謂
く
『
疏
』
に
二

釈
有
り
。
初
釈
は
実
に
大
地
等
の
本
質
を
変
じ
金
等
と
な
し
、
有
情
を
し
て
受
用
せ
し
む
る
菩
薩
を
自
在
者
と
云
ふ
。
後
釈

は
遍
じ
て
二
乗
異
生
の
意
解
思
惟
の
観
を
取
る
な
り
。
問
ふ
。
二
釈
の
中
、
何
れ
を
か
好
し
と
な
す
や
。
答
ふ
。
「
疏
』
は

則
ち
初
釈
を
是
と
な
す
。
」
〈
云
云
〉
問
ふ
0

・
爪
云
ふ
意
は
如
何
。
答
ふ
。
定
自
在
を
得
る
の
人
に
は
転
換
本
質
を
取
る
。

意
解
思
惟
観
は
転
換
本
質
を
取
ら
ざ
る
が
故
に
「
初
釈
を
是
と
な
す
。
」
〈
云
云
〉
先
徳
の
釈
は
能
く
疏
文
に
叶
ふ
。
の
っ

て
初
釈
は
論
の
心
自
在
に
た
だ
菩
薩
を
取
り
、
後
釈
は
広
く
菩
薩
、
二
乗
等
を
取
る
。
意
解
思
惟
観
は
即
ち
二
乗
異
生
の
所

作
な
り
。
た
だ
意
解
思
惟
の
転
変
の
分
斉
に
於
い
て
は
太
抄
に
釈
し
て
云
く
。
「
或
い
は
観
行
有
る
者
、
仮
想
心
に
お
い
て

多
時
に
こ
の
観
を
修
し
て
己
後
即
日
身
は
大
地
を
見
て
金
と
な
す
。
余
人
は
皆
大
地
と
見
て
金
と
為
さ
ず
、
受
用
す
る
を
得

ず
。
」
〈
云
云
〉
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門
解
説
凶

本
問
答
よ
り
以
下
は
「
疏
二
釈
断
簡
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
は
二
乗
や
異
生
の
意
解
思
惟
観
や
、
そ
れ

に
よ
っ
て
引
起
さ
れ
る
定
果
色
の
論
理
構
造
、
そ
の
認
識
構
造
を
中
心
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

『
述
記
」
に
は
「
或
意
解
思
惟
観
難
境
亦
成
。
然
今
取
樽
換
本
質
不
取
於
此
。
」
と
あ
り
、
威
徳
定
の
他
に
意
解
思
惟
観

に
よ
っ
て
も
境
が
転
ず
る
事
が
一
示
さ
れ
て
い
る
が
、
転
換
本
質
に
は
至
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
短
釈
の
最
大
の
特
徴
は

「
二
乗
転
換
本
質
事
」
に
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
意
解
思
惟
観
は
二
乗
、
異
性
に
よ
る
所
作
で
あ

り
「
二
乗
転
換
本
質
事
」
に
つ
な
が
る
重
要
な
議
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
転
換
本
質
が
威
徳
定
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
為
に
、
そ
の
威
徳
定
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
同
様
に
、
二
乗
の
転
換
本
質
に
つ
い
て
検
討
す

る
時
、
二
乗
の
所
作
で
あ
る
意
解
思
惟
観
に
つ
い
て
の
検
討
は
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
問
答
の
間
部
分
を
見
て
み
る
と
、
①
意
解
思
惟
観
に
は
心
自
在
の
義
が
あ
る
の
か
、
②
ど
の
よ
う
な
観
法
で
あ

る
の
か
、
③
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
と
い
う
二
一
つ
の
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
す
る
答
文
は
『
十
巻
私
記
』
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
①
意
解
思
惟
観
に
心
自
在
の
義
が
あ
る
の
か
」
と

い
う
聞
に
た
い
し
て
は
、
『
述
記
』
に
お
け
る
間
程
の
義
に
は
菩
薩
に
限
る
も
の
と
、
二
乗
・
異
生
に
及
ぶ
も
の
と
の
こ
釈

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
『
述
記
』
は
菩
薩
に
限
る
説
を
採
っ
て
い
る
と
す
る
。
「
②
ど
の
よ
う
な
観
法
で
あ

る
の
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
は
『
太
抄
』
を
引
き
、
意
解
思
惟
観
を
修
す
る
も
の
は
大
地
を
見
て
金
と
す
る
も
、
他
は
金

と
せ
ず
受
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
「
③
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
は
二
乗
・
異

生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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【
第
二
問
答
】

【
原
文
】

(
七
丁
左
一

i
八
丁
右
七
)

d
之
M
H

一
枚
写
会
呼
玖
信
之
V
《
九
時
邑
・
〈
z
M
山
内
札
'
初
予
グ
矢
作

多
-e

一
台
変
作

-r作
猿
伊
F
4
p
'
ぬ
仮
想
る
え
り
み

?
ヱ
変
革
松
方
向
川
芳

A
Z冷

え需品
2
7考
品
作
自
え
41

・
ぱ
え
去
を
γ
全

化
傾

Z
完敗
一段
、
手
会
委
ぷ
営
乞
ー

な
均
投
ヱ
ー
ト
仙
川
JF
乏
務
方
考
唯
白
抜
掛
{
M山

り~吊
ω停
車

同

，

o

拘
引
一
-
宏
司
法
M
1
4
r
M
時
ゑ
之
精
及
吋
叫
ほ
れ
γ

・去、一五

一謀
議
題
富
例
到
議
遊
間
各

五
、
宮
崎
、芝
絡
符
・
馨

Z史、
rγ
事
長
れ

、¥悌
M

川ぃ失
Y
ゑ
え
M
H
.
V

干
名
作
wrwtn管
f

会みた
一

川
市
乞
，
リ
ぽ
h

代

.K
ふ
線
路
符
な
ふ
弘
一
瓦
、
添
え
L

久も

紡

awげ
刀
、
乙
吹
季
る
結
局
、
け
よ
手
』
誌
は
代
不
明吃

内

E
M忠
誠
j

M符
ー
孫
か
仰
re'

吉
宏
、
4
h

、扮
-J

え
村
長
之
、
ィ
z
吃
f
p
，

【
翻
刻
】

尋
云
ユ
カ
抄
ニ
*
ω
云
其
非
威
徳
定
色
ハ
唯
令
他
見
一
非
実
作

事
一
如
必
品
実
作
〈
云
云
〉
非
威
徳
定
ト
者
則
品
仮
相
*
口
定
欺

若
*η

伝
者
唯
令
他
見
ト
述
タ
ル
太
抄
ニ
則
品
自
身
見
大
地
為
金
一

釈
ト
*
叫
大
ニ
相
違
セ
リ
如
何
唯
自
見
唯
他
見
水
火
故
也
若
又

非
仮
相
*
ぉ
定
一
者
威
徳
定
/
品
外
ノ
定
宣
非
仮
相
*
円
定
耶
品

設
非
彼
一
者
対
シ
テ
仮
相
品
定
一
一
勝
劣
如
何
唯
自
見
勝
タ
ル
唯
他

見
ャ
勝
タ
ル

私
云
二
乗
異
生
等
仮
想
定
転
変
*
ω
時
随
類
一
可
不
定
一

品
或
る
他
見
或
自
他
倶
見
仇
各
挙
随
一
欺
難
有

如
此
不
同
一
皆
不
能
転
換
本
質
一
一
只
本
相
/
上
ニ
覆
相

也
此
則
*
m
異
生
未
詮
理
↓
二
乗
ハ
難
諮
生
空
一
未
讃

法
空
ノ
法
性
↓
故
不
能
改
転
本
質
↓
欺
疏
釈
異
生
/

転
変
寸
皆
是
境
*
M
事
慧
転
也
ト
者
未
諮
法
性
一
故
境

随
事
ノ
恵
一
転
ヲ
不
能
転
換
本
質
一
云
*
節
也
太
抄
云
事

者
則
*
ω
是
五
塵
境
〈
云
云
〉
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門
訓
読
凶

尋
ね
て
一
五
く
。
『
職
伽
抄
』
に
云
く
「
其
の
非
威
徳
定
の
色
は
唯
だ
他
を
し
て
見
せ
し
む
。
実
に
事
を
作
す
に
あ
ら
ず
l

〈
云
云
〉
と
。
非
威
徳
定
と
は
則
ち
仮
相
定
か
、
若
し
し
か
ら
ば
、
「
唯
だ
他
を
し
て
見
せ
し
む
」
と
述
べ
た
る
。
『
太
抄
』

に
則
ち
「
自
身
は
大
地
を
見
て
金
と
な
す
」
釈
と
大
に
相
違
せ
り
、
如
何
。
唯
自
見
と
唯
他
見
と
は
水
火
な
る
が
故
な
り
。

若
し
ま
た
仮
相
定
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
威
徳
山
此
の
外
の
定
は
宣
に
仮
相
定
に
あ
ら
ざ
る
や
。
設
ひ
彼
に
あ
ら
ざ
れ
ば
仮
相
定
に

対
し
て
勝
劣
は
如
何
。
唯
自
見
や
勝
た
る
、
唯
他
見
や
勝
た
る
。

私
に
云
く
。
二
乗
異
生
等
の
仮
想
定
の
転
変
の
時
、
類
に
随
ひ
て
定
め
ざ
る
べ
し
。
或
は
他
見
、
或
は
自
他
倶
見
、
の
っ

て
各
随
一
を
挙
ぐ
る
か
。
こ
の
ご
と
き
不
同
有
る
と
雄
も
、
皆
転
換
本
質
に
能
は
ず
。
た
だ
本
相
の
上
に
相
を
覆
う
な
り
。

こ
れ
則
ち
異
生
は
未
だ
理
を
設
せ
ず
。
二
乗
は
生
空
を
詮
す
と
離
も
未
だ
法
空
の
法
性
を
鐙
せ
ざ
る
故
に
本
質
を
改
転
す
る

こ
と
能
は
ざ
る
か
。
「
疏
」
の
異
生
の
転
変
を
釈
し
て
「
皆
、
こ
の
境
は
事
慧
〔
に
随
ひ
て
〕
転
ず
。
」
と
は
未
だ
法
性
を
鐙

せ
ざ
る
が
故
に
境
は
事
の
慧
に
随
ひ
て
転
ず
る
を
以
て
転
換
本
質
に
能
は
ず
と
一
五
ふ
な
り
。
太
抄
に
云
く
「
事
と
は
則
ち
是
、

五
塵
の
境
な
り
。
」
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門
解
説
凶

本
問
答
は
先
の
問
答
中
「
②
〔
意
解
思
惟
観
は
〕
ど
の
よ
う
な
観
法
で
あ
る
か
し
と
い
う
問
に
対
す
る
答
文
の
『
太
抄
」

の
引
用
部
分
「
〔
意
解
思
惟
観
は
〕
大
地
を
金
と
な
し
、
他
者
は
金
と
な
さ
な
い
。
」
を
承
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
『
略
纂
』
(
『
大
正
』
四
三
、
一
九
二
、
中
)
に
は
「
威
徳
定
以
外
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
色
は
唯
だ
他
を
し
て
見
せ
し

む
o
」
と
あ
り
、
先
ほ
ど
の
『
太
抄
』
の
所
述
と
異
な
る
と
難
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
略
纂
』
で
は
非
威
徳
定

(
U
仮
相
定
)

に
よ
っ
て
「
唯
令
他
見
」
と
述
べ
、
『
太
抄
」
で
は
仮
相
定
に
よ
っ
て
「
唯
令
自
見
」
と
述
べ
、
所
述
が
矛
盾
す
る
と
い
う



の
で
あ
る
。
さ
ら
に
威
徳
定
で
な
い
定
は
仮
相
定
に
他
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、
も
し
威
徳
定
、
仮
相
定
の
他
に
第
三
の
定

が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
定
と
仮
相
定
と
の
勝
劣
は
ど
う
で
あ
る
か
、
と
問
う
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、
「
私
に
云
く
」
と
い
う
形
で
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
乗
・
異
生
の
仮
相
定
に

よ
る
転
変
の
あ
り
方
は
一
定
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
転
換
本
質
に
は
至
ら
ず
、
土
石
の
相
の
上

に
金
相
を
覆
う
、
ば
か
り
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
『
述
記
』
(
『
大
正
』
四
三
、
四
八
九
、
上
)
に
は
「
み
な
、
こ
の
境

は
事
慧
に
随
い
転
、
ず
」
と
い
う
文
を
以
て
転
換
本
質
に
は
至
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
第
三
問
答
】

【
原
文
】

(
八
丁
右
八

i
九
丁
左
三
)

友
え
例
外
n
y
k
w、
軍
手
¥
州
一終
判
明
広
す
互
ed
ゆ)玖.

佐
竹
J

ゎ

Y
T八
rb4J
問
予
老
人
、
h
-

え
丞
才
へ
一ち

『久
市
ト
.
今
ぞ
A
Tノ抑
的
ガ
金
も
託
、
ち
を
よ
-仮
ぼ

2
eT

忠
世
ou努
堤
防
パ北
約一
γ
んち
M
内
A
Fよ
れ
て
ぬ

m-伐

右
w
tい
れ

LfL
宏
司
も
A

灯、家、乏

τり
ゑ
τaATヰ

【
翻
刻
】

尋
云
菩
薩
転
変
之
中
金
地
二
現
倶
不
シ
テ
滅
一
一
時
相
容
ス
ル

事
許
之
一
畢
今
二
乗
等
本
相
/
上
ニ
覆
金
*
釘
相
↓
者
則
*
鎚
同
此
欺

答
不
匁
彼
ハ
金
モ
地
モ
倶
ニ
別
種
所
生
第
八
所
変
/
本
質

則
*
ω
金
地
ノ
二
現
相
容
シ
テ
互
無
碍
杖
テ
其
一
一
所
変
第
六
等
ノ
所

変
又
別
種
*
ω
生
皆
実
色
也
此
仮
相
*
引
定
ノ
所
変
ハ
地
ノ
現
ハ

実
種
所
生
第
八
所
変
自
本
*
ω
在
品
之
一
不
滅
一
其
第
八
所

変
ノ
中
ニ
全
無
金
現
行
一
唯
是
地
也
其
上
ニ
依
仮
想

思
惟
ノ
力
一
一
覆
仮
ノ
金
相
↓
既
是
仮
色
故
可
非
別
種

所
生
ニ
故
無
実
用
是
以
灯
云
定
所
行
者
所
変
金
等
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無
実
用
一
等
名
其
*
斜
影
像
一
〈
云
云
〉
此
則
品
釈
顕
揚
ノ
定
果

色
ノ
十
二
相
ノ
品
第
一
影
像
相
也
彼
影
像
ヲ
ハ
則
品
法
処
章

判
シ
テ
為
定
果
ノ
仮
色
↓
灯
及
章
釈
其
意
明
鏡
也
*
鈎

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
菩
薩
の
転
変
の
中
、
金
地
の
二
現
倶
に
滅
せ
ず
し
て
一
時
相
容
す
る
事
、
こ
れ
を
許
し
畢
ぬ
。
今
二
乗
等

の
本
相
の
上
に
金
相
を
覆
ふ
と
は
則
ち
こ
れ
に
同
じ
か
。

答
ふ
。
し
か
ら
ず
。
彼
は
金
も
地
も
倶
に
別
種
の
所
生
、
第
八
所
変
の
本
質
な
り
。
則
ち
金
地
の
二
現
は
相
容
し
て
互
無

碍
な
り
。
其
れ
に
杖
り
て
変
ず
る
処
の
第
六
等
の
所
変
も
ま
た
別
種
生
に
し
て
皆
実
色
な
り
。
こ
の
仮
相
定
の
所
変
は
地
の

現
は
実
種
所
生
、
第
八
所
変
に
し
て
本
よ
り
こ
れ
在
り
。
滅
せ
ず
し
て
そ
の
第
八
所
変
の
中
に
全
く
金
の
現
行
無
く
、
唯
だ

こ
れ
地
な
り
。
そ
の
上
に
仮
想
思
惟
の
力
に
依
り
て
仮
の
金
相
を
覆
ふ
。
既
に
こ
れ
仮
色
な
る
が
故
に
別
種
の
所
生
に
あ
ら

ず
。
故
に
実
用
無
し
。
こ
れ
を
以
て
『
灯
』
に
云
く
。
「
定
所
行
と
は
所
変
の
金
等
は
実
用
無
き
等
を
其
の
影
像
と
名
づ
く
。
」

〈
云
云
〉
と
。
こ
れ
則
ち
『
顕
揚
』
の
定
果
色
の
十
二
相
の
第
一
影
像
相
な
り
。
彼
の
影
像
を
ば
則
ち
「
法
処
章
」
に
判
じ

て
定
果
の
仮
色
と
な
す
。
『
灯
』
及
び
「
章
」
の
釈
、
そ
の
意
明
鏡
な
り
。
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【
解
説
】

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
土
石
を
金
と
し
て
受
用
す
る
こ
と
で
利
益
の
あ
る
衆
生
、
土
石
を
土
石
と
し
て
受
用
す
る
こ
と
で

利
益
が
あ
る
衆
生
が
同
処
に
あ
る
時
、
菩
薩
の
利
生
が
一
方
に
お
い
て
閥
け
な
い
よ
う
、
土
石
と
金
の
現
行
が
相
容
す
る
と

あ
っ
た
。
ま
た
前
の
問
答
で
二
乗
・
異
生
は
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
地
の
相
の
上
に
金
の
相
を
覆
う
と
し
て
い
る
と
あ
っ
た
。



こ
れ
ら
二
つ
は
同
じ
も
の
で
あ
る
か
と
聞
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、
当
然
、
菩
薩
に
よ
る
も
の
と
二
乗
・
異
生
に
よ
る
も
の
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。
菩
薩
に
よ

る
場
合
、
金
も
地
も
そ
れ
ぞ
れ
金
の
種
子
、
地
の
種
子
か
ら
生
じ
た
別
種
の
所
生
た
る
実
法
で
あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
も
第
八

識
所
変
の
本
質
で
あ
る
。
そ
の
た
め
金
と
地
の
現
行
は
互
い
に
磯
げ
る
こ
と
な
く
一
処
に
あ
る
。
一
方
で
二
乗
・
異
生
に
よ

る
意
解
思
惟
観
な
ど
の
仮
相
定
で
は
元
あ
る
地
は
第
八
識
所
変
で
あ
り
別
種
の
所
生
た
る
実
法
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
上
に

覆
う
金
相
は
種
子
の
現
行
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
観
念
上
の
も
の
に
す
ぎ
ず
実
際
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
二
乗
・
異
生
に
よ
る
意
解
思
惟
観
な
ど
の
仮
相
定
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
色
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
『
成
唯

識
論
了
義
灯
』
(
以
下
、
『
了
義
灯
』
)
(
『
大
正
」
四
三
、
七
七
一
、
上
)
や
『
顕
揚
聖
教
諭
」
(
『
大
正
』
三
一
、
五
六
九
、

上
)
、
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
(
以
下
、
『
義
林
章
』
)
(
『
大
正
』
四
五
、
三
四

O
、
中
)
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

【
第
四

i
第
七
問
答
】

【
原
文
】

(
九
丁
右
四

1
十
丁
右
一
)

atk-偽
Aγ

・ぶ
，
移
笠
ゐ
1
4
受
九
円

器
三
坊
が
夫
委
斤
M
W
恒
例
代
J
b
x
h

a
t立
法
刊
ゑ
ぺ
え
特
・
喰
・
才
一
ハ
必
注
入

議
再
哉
さ
-
込
町
之
-
袋
、
h
J
-
A
Z
?、々
貝
f

(

必-志
4T、ザh
、
乏
ぽ
芳
弘
之

-ay八
妊
治
拡
ザ
λ

む
よ
ぷ
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【
翻
刻
】

尋
云
今
此
仮
金
等
ハ
独
影
*ω
帯
質
欺

答
可
云
独
影
一欺
其
体
仮
ニ
シテ
非
別
種
所
生
一
故

尋
云
彼
時
五
識
亦
縁
之
一
欺
将
唯
第
六
ノ
ミ
縁
変
之
一欺

答
五
識
ハ
不
可
縁
之
一
仮
故
不
可
有
本
質
一
故

尋
云
第
六
定
心
変
之
自
第
八
杖
彼
縁
之
一
白
ノ
五
識



すへ
2
2・r
，
支
-Y
問

-Z創
刊
ィ

aが
ん
乞
綿
ぞ
恋
人
、
み
て
ふ
入
芝
生
傍
Y
-
J
Z
W

44ydd-dz、
安
田
明
示
え
才
、
会
必
r
d
t
w
o
欲

手
ゐ
瑚
ヘ
イ
山
間
司
市川
、ム
殺
を
・
以
ザ
之
-

a
Z
5
3
¥
Z
2
.
3
h芝

生
伝
か
〈
今
l
i

潟
記
ベ
づ
かメ併芝、ー、称、
h
N
Lし

aAZ執矛

八
J
h
夜、

y釘
.kfへ
い
乏
塩
崎

5
1芝
芝
え

調
興
組
濁

杖
第
八
所
変
一
縁
之
l
m
可
如
此
一
何
無
本
質
一
耶
*
肌

答
既
是
仮
色
故
第
八
不
可
縁
之
一
定
有
情
ノ
品
第
八
変
即

有
用
↓
変
セ
ハ
必
可
有
実
用
一
故
既
第
八
不
縁
之
一
故
五
識
/

本
質
可
閥
一
の
五
識
不
可
縁
之
一

尋
云
准
*
m
或
第
六
所
変
之
義
一
五
識
並
ニ
品
杖
第
六
所
変
一
一

有
何
失
耶

答
彼
釈
随
義
一
得
意
之
様
不
同
也
今
存
必
杖
第

八
所
変
一
一
之
義
↓
彼
釈
ハ
定
通
時
ノ
第
二
重
ノ
本
質
也
五

識
親
所
杖
ハ
必
第
八
也
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【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
こ
の
仮
金
等
は
独
影
か
帯
質
か
。

答
ふ
。
独
影
と
云
ふ
べ
き
か
。
そ
の
体
は
仮
に
し
て
別
種
の
所
生
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
。

尋
ね
て
云
く
。
彼
の
時
、
五
識
は
亦
た
こ
れ
を
縁
ず
る
か
。
将
た
唯
だ
第
六
の
み
こ
れ
を
縁
変
す
る
か
。

答
ふ
。
五
識
は
こ
れ
を
縁
ず
べ
か
ら
ず
。
仮
な
る
が
故
に
。
本
質
有
る
べ
か
ら
ざ
る
故
に
。

尋
ね
て
云
く
。
第
六
定
心
は
こ
れ
を
変
じ
、
自
の
第
八
は
彼
に
杖
り
て
こ
れ
を
縁
ず
。
自
の
五
識
は
第
八
所
変
に
杖
り
て

こ
れ
を
縁
ず
。
こ
の
如
く
な
る
べ
し
。
何
ぞ
本
質
無
き
ゃ
。

答
ふ
。
既
に
こ
れ
仮
色
な
る
が
故
に
第
八
は
こ
れ
を
縁
ず
べ
か
ら
ず
。
定
ん
で
有
情
の
第
八
変
は
即
ち
用
有
り
。
変
ぜ
ば



必
ず
実
用
有
る
ベ
し
。
故
に
既
に
第
八
は
こ
れ
を
縁
ぜ
ず
。
放
に
五
識
の
本
質
は
闘
く
べ
し
。
乃
ち
五
識
は
こ
れ
を
縁
ず
べ

か
ら
ず
。

尋
ね
て
云
く
。
「
或
第
六
所
変
」
の
義
に
准
じ
て
五
識
並
び
に
第
六
所
変
に
杖
る
こ
と
何
の
失
有
る
や
。

答
ふ
。
彼
の
釈
は
義
に
随
ふ
。
得
意
の
様
は
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
今
は
「
必
ず
第
八
所
変
に
杖
る
」
の
義
を
好
む
。
彼

の
釈
は
定
通
の
時
の
第
二
重
の
本
質
な
り
。
五
識
の
親
所
杖
は
必
ず
第
八
な
り
。

門
解
説
M

「
疏
二
釈
断
簡
」
に
お
け
る
第
四
問
答
よ
り
第
十
二
問
答
は
比
較
的
短
い
問
答
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
全
て
が
認
識

構
造
に
関
す
る
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
答
は
前
半
と
後
半
に
大
別
で
き
る
。
前
半
で
は
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て

変
現
さ
れ
た
も
の
の
認
識
構
造
一
般
に
つ
い
て
の
議
論
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
。
後
半
は
出
定
時
の
認
識
構
造
の
検
討
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
総
合
し
た
よ
り
具
体
的
な
検
討
が
為
さ
れ
て
い
る
。

第
四
問
答
は
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
る
も
色
法
が
一
一
類
境
の
観
点
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
三
類
壌
は
四

分
義
と
並
び
法
相
教
義
の
核
心
と
い
え
る
。
四
分
義
は
能
縁
の
心
の
側
の
構
造
分
析
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
三
類

墳
は
そ
れ
に
対
し
て
所
縁
の
境
の
側
か
ら
認
識
構
造
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
二
類
境
と
は
性
境
、
独
影
境
、
帯
質
墳
の

こ
と
で
あ
り
、
性
境
は
実
の
種
子
よ
り
生
じ
た
実
法
で
、
独
影
境
は
観
念
上
の
も
の
で
種
子
よ
り
生
じ
て
い
な
い
も
の
で
あ

り
、
帯
質
境
は
本
質
は
あ
る
も
の
の
能
縁
の
心
が
そ
の
自
相
を
得
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
四
聞
は
三
類
境
の
う
ち
独
影

境
と
帯
質
境
い
ず
れ
に
な
る
か
と
い
う
問
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
性
境
は
除
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
ま
で
の
議
論
に
よ
っ

て
二
乗
・
異
生
の
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
も
の
は
別
種
の
所
生
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
文
で
は
本
質
を
有
さ
ず
、
別
種
の
所
生
で
は
な
い
た
め
独
影
境
で
あ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。
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第
五
問
答
で
は
前
五
識
の
認
識
の
有
無
に
そ
の
中
心
が
あ
る
。
独
影
境
で
あ
れ
ば
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
金

は
観
念
上
の
も
の
で
あ
る
た
め
必
ず
第
六
識
に
よ
っ
て
縁
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
聞
は
第
六
意
識
に
加
え
て
前
五

識
も
変
現
さ
れ
た
金
を
認
識
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
変
現

さ
れ
た
金
は
仮
法
で
あ
り
、
本
質
を
有
し
な
い
た
め
前
五
識
は
認
識
す
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
い
る
。

続
く
第
六
問
答
で
は
第
五
問
答
を
承
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
間
で
は
第
六
の
定
心
の
変
現
し
た
金
を
所
依
と
し
て
第
八
識

が
そ
れ
を
縁
じ
る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
第
八
識
が
金
を
変
じ
る
の
で
本
質
が
あ
り
、
前
五
識
も
認
識
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
の
で
あ
る
。
答
文
で
は
、
第
八
識
所
変
は
必
ず
実
用
が
あ
る
の
で
、
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
も
の
が

仮
法
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
違
す
こ
と
に
な
る
と
答
え
る
。
仮
法
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
第
八
識
の
縁
ず
る
と
こ
ろ
で
は

な
く
、
本
質
を
閥
く
の
で
五
識
は
縁
じ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
七
問
答
も
ま
た
第
六
問
答
を
承
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
或
第
六
所
変
」
の
義
に
准
じ
れ
ば
五
識
が
第
六
識
を
所
杖
と

す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
は
ず
で
あ
る
と
難
じ
る
。
「
或
第
六
所
変
」
の
義
と
は
『
述
記
」
(
『
大
正
』
四
三
、
五

O
一
、
下
)

「
必
杖
第
八
、
或
第
六
所
変
外
質
方
起
」
に
基
い
て
お
り
、
「
同
学
紗
』
所
収
の
論
義
の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
未
転
依
の
前
五

識
が
第
六
識
の
所
変
を
以
て
本
質
と
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
答
文
で
は

「
必
ず
第
八
所
変
に
杖
る
」
の
義
を
よ
し
と
し
て
い
る
。
「
彼
の
釈
は
定
通
の
時
の
第
二
重
の
本
質
な
り
。
五
識
の
親
所
杖
は

必
ず
第
八
な
り
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
入
定
者
の
認
識
構
造
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
簡
単
に
述

べ
れ
ば
入
定
者
の
定
心
所
変
の
定
果
色
に
よ
っ
て
入
定
者
の
第
八
識
が
金
を
変
じ
る
。
(
初
重
)
入
定
者
の
前
五
識
が
そ
の

初
重
の
相
分
を
本
質
と
し
て
自
の
相
分
を
縁
じ
る
。
(
二
重
)
所
化
の
有
情
の
第
八
識
は
二
重
の
相
分
に
よ
っ
て
自
の
相
分

を
縁
ず
る
(
一
二
重
)
と
な
る
。
つ
ま
り
「
或
第
六
所
変
」
は
入
定
者
の
観
点
か
ら
諮
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
問
答
に

お
い
て
は
適
さ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

107 



【
第
八

i
第
十
三
問
答
】

【
原
文
】

(
十
丁
右
二

i
十
一
丁
左
八
)

われぞ芸孔玄
J
-

花
、
先
'
秩
玄
侠
乏
玲
高

払

W
L
tL
'にみ
μ
内
相
息
子
向
概
W
化、
ζ

誌
で
お
り
入

隊
小
舟
ば
携
え
，
dν
日
化
eAUL
…々
rm

比
内
会
日
吋
会
41

追
い
相
花
拡
ン
-
え
ん
し
一九

四、必兵事、一八
一笑
之
氏

k

率
緩

X
2支え
Y
T
E
-券

信
湖
、
乏
点
、
計
永
松
、
之
す
、
一
ハ
牧
忍
込
用
ス

訟細川
R

品
川
相
陪
r弘
司
乙
九
時
ふ

κz-ん

i・、

起
執
一
也
其
執
ハ
或
五
後
意
識
或
五
倶
意
識
不
同

縁
之
辺
也
今
仮
想
金
開
眼
↓
見
之
一
又
可
准
*
山
之
一

眼
識
ハ
詫
根
一
一
見
テ
地
↓
不
見
金
イ
意
識
ハ
或
同
時
或
五

後
ニ
不
詫
根
一
可
見
金
イ
欺

尋
云
此
時
ノ
第
六
ハ
散
*
山
欺
*
山
定
欺
*
凹

答
開
眼
↓
見
外
色
↓
五
識
既
生
ス
打
任
テ
ハ
是
可
散
心
一

然
由
定
所
引
一
故
出
定
ノ
第
六
猶
変
金
相
一
欺

尋
云
此
相
ヲ
ハ
白
ノ
ミ
見
之
一
欺
将
令
他
ヲ
見
一
欺

【
翻
刻
】

尋
云
彼
観
行
等
*
問
者
於
其
仮
ノ
金
相
一
一
只
心
中
ニ
思
念
其

相
一
許
欺
将
開
眼
↓
現
ニ
見
之
一
欺

答
観
行
成
熟
之
後
開
眼
↓
或
ハ
現
ニ
可
見
之
一
欺

尋
云
若
匁
既
詫
眼
根
一
一
白
根
門
一
見
之
一
五
識
何
不
縁
之
一
哉
*
別

答
開
眼
一
縁
色
↓
起
執
↓
凡
夫
常
事
也
彼
時
眼
識

宣
執
之
一
*
即
耶
*
m
以
之
*
川
知
之
一
彼
ハ
白
根
門
雄
似
見
之
一

起
執
↓
之
辺
ハ
実
ニ
ハ
不
詫
根
一
也
詫
根
一
一
之
辺
ハ
実
ニ
ハ
不
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③
 

「
答
或
唯
自
見
或
唯
他
見
或
倶
見
皆
可
有
之
欺
如
上
成
之

戸
尋
云
令
他
見
之
時
他
人
ノ
識
縁
変
之
様
如
何

答
他
人
第
八
不
可
縁
之
一
仮
故
如
上
成
一
第
八
不
縁
一
故

他
人
ノ
五
識
亦
*
山
不
可
縁
之
一
只
引
他
人
第
六
↓
令
縁
之
一
也

其
相
仮
ニ
シ
テ
無
実
用
一
偏
第
六
ノ
仮
想
ノ
ミ
品
也

尋
云
其
唯
自
唯
他
等
依
定
ノ
勝
劣
一
欺
如
何
*
回

答
其
不
同
ハ
或
依
定
勝
劣
或
依
定
前
ノ
加
行
意
楽
一

欺
但
唯
令
他
見
/
中
自
ハ
変
地
寸
見
地
↓
他
雄
変
地
↓
見
*
山
金
↓

事
可
有
之
一
以
非
黄
見
黄
寸
可
准
ホ
m
知
之
一
金
ハ
是
心
ノ

行
解
也
其
相
ハ
是
当
情
現
相
也
心
中
現
地
ノ
相
也
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是
依
定
力
一
一
今
*
国
思
金
↓
也
是
ハ
尤
浅
近
也
野
干
等
ノ
趣
*
四

得
通
又
則
*
m
此
分
斉
欺
次
令
他
ヲ
シ
テ
変
金
ノ
相
↓
心
中
現
実
ニ

是
金
相
也
然
自
ハ
猶
変
シ
テ
地
↓
見
テ
地
↓
事
又
可
有
之
是

或
依
意
楽
一
不
自
見
一
或
依
定
力
ノ
劣
ナ
ル
ニ
不
及
自
見
一
欺

可
思
之
一
次
唯
自
見
之
中
或
ハ
意
楽
或
力
堪
タ
ル
分

斉
也
但
*
m
可
有
之
欺
此
中
ニ
ハ
変
シ
テ
地
↓
思
金
↓
浅
近
ノ
類
難



也
、之
M

翠
白
川
一本
会
舘
百
一

ふ乙川内寸一
一ス
低
成
訪
日以一

有
一
欺
次
自
他
倶
見
之
之
*
m
類
ハ
必
*
出
自
在
ノ
人
欺
謂
自

変
仮
ノ
金
ヲ
引
テ
他
ノ
第
六
↓
令
縁
之
他
第
六
変
仮
金
↓
皆
見
金
ト

也

【
訓
読
】

尋
ね
て
云
く
。
彼
の
観
行
等
は
そ
の
仮
の
金
相
に
於
て
只
だ
心
中
に
そ
の
相
を
思
念
す
る
を
許
す
か
。
将
た
眼
を
聞
き
て

現
に
こ
れ
を
見
る
か
。

答
ふ
。
観
行
感
熟
の
後
、
眼
を
聞
き
て
或
は
現
に
こ
れ
を
見
る
か
。

尋
ね
て
云
く
。
若
し
し
か
ら
ば
、
既
に
眼
根
に
詫
し
て
根
門
よ
り
こ
れ
を
見
る
。
五
識
は
何
ぞ
こ
れ
を
縁
ぜ
ざ
る
や
。

答
ふ
。
眼
を
聞
き
て
色
を
縁
じ
、
執
を
起
こ
す
は
凡
夫
の
常
事
な
り
。
彼
の
時
、
眼
識
は
宣
に
こ
れ
を
執
す
る
や
。
こ
れ

を
以
て
こ
れ
を
知
る
べ
し
。
彼
は
根
門
よ
り
こ
れ
を
見
る
に
似
た
り
と
雄
も
、
執
を
起
こ
す
辺
は
実
に
は
根
に
詫
さ
ざ
る
な

り
。
根
に
詫
す
の
辺
は
実
に
は
執
を
起
こ
さ
ざ
る
な
り
。
そ
の
執
は
或
は
五
後
の
意
識
と
、
或
は
五
倶
の
意
識
の
不
同
縁
の

辺
な
り
。
今
の
仮
想
金
は
眼
を
聞
き
て
こ
れ
を
見
る
。
又
は
こ
れ
に
准
ず
べ
し
。
眼
識
は
根
に
詫
し
て
地
を
見
て
金
を
見
ず
。

意
識
は
或
は
同
時
、
或
は
五
後
に
根
に
詫
せ
ず
し
て
金
を
見
る
べ
き
か
。

尋
ね
て
云
く
。
こ
の
時
の
第
六
は
散
か
定
か
。

答
ふ
。
眼
を
聞
き
て
外
色
を
見
る
。
五
識
既
に
生
ず
。
打
ち
任
せ
て
は
こ
れ
散
心
な
る
べ
し
。
然
る
に
定
所
引
に
由
る
故

に
出
定
の
第
六
は
猶
し
金
相
を
変
ず
る
か
。

尋
ね
て
云
く
。
こ
の
相
を
ば
自
の
み
こ
れ
を
見
る
か
、
将
た
他
を
し
て
見
せ
し
む
か
。

答
ふ
。
或
は
唯
白
見
、
或
は
唯
他
見
、
或
は
倶
見
、
皆
な
こ
れ
あ
る
べ
き
か
。
上
に
こ
れ
を
成
ず
る
が
如
し
。
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尋
ね
て
云
く
。
他
を
し
て
見
せ
し
む
る
の
時
、
他
人
の
識
の
縁
変
の
様
は
如
何
。

答
ふ
。
他
人
の
第
八
は
こ
れ
を
縁
ず
べ
か
ら
ず
。
仮
な
る
が
ゆ
え
に
。
上
に
成
ず
る
が
ご
と
し
。
第
八
は
縁
ぜ
ざ
る
が
故

に
他
人
の
五
識
も
亦
た
こ
れ
を
縁
、
す
べ
か
ら
ず
。
只
だ
他
人
の
第
六
を
引
き
で
こ
れ
を
縁
ぜ
し
む
な
り
。
そ
の
相
は
仮
に
し

て
実
用
な
し
。
偏
に
第
六
の
仮
想
の
み
な
り
。

尋
ね
て
云
く
。
そ
の
唯
自
と
唯
他
等
は
定
の
勝
劣
に
依
る
か
、
如
何
。

答
ふ
。
そ
の
不
同
は
或
は
定
の
勝
劣
に
依
り
、
或
は
定
前
の
加
行
意
楽
に
依
る
か
。
但
だ
唯
令
他
見
の
中
、
自
は
地
を
変

じ
て
地
と
見
、
他
は
地
を
変
ず
る
と
離
も
金
と
見
る
事
は
こ
れ
有
る
べ
し
。
非
黄
見
黄
を
以
て
准
じ
て
こ
れ
を
知
る
べ
し
。

金
は
こ
れ
心
の
行
解
な
り
。
そ
の
相
は
こ
れ
当
情
現
相
な
り
。
心
中
の
現
は
地
の
相
な
り
。
こ
れ
は
定
力
に
依
り
て
今
、
金

と
思
わ
し
む
な
り
。
と
れ
は
尤
も
浅
近
な
り
。
野
干
等
の
趣
は
通
を
得
る
。
又
た
則
ち
こ
の
分
斉
な
る
か
。
次
、
他
を
し
て

金
の
相
を
変
ぜ
し
む
。
心
中
の
現
は
実
に
こ
れ
金
相
な
り
。
然
に
自
は
猶
し
地
を
変
じ
て
地
と
見
る
事
、
又
こ
れ
有
る
べ
し
。

こ
れ
は
或
は
意
楽
に
依
り
て
閏
は
見
ず
。
或
は
定
力
の
劣
な
る
に
依
り
て
自
の
見
に
及
ば
ざ
る
か
。
こ
れ
を
思
う
べ
し
。
次
、

唯
目
見
の
中
、
或
は
意
楽
、
或
は
力
の
構
え
た
る
分
斉
な
り
。
但
だ
こ
れ
有
る
べ
き
な
り
。
こ
の
中
に
は
地
を
変
じ
て
金
と

思
ふ
浅
近
の
類
は
有
り
難
き
か
。
次
、
問
他
倶
見
の
類
は
必
ず
自
在
の
人
な
る
か
。
謂
く
自
は
仮
の
金
を
変
じ
て
他
の
第
六

を
引
き
て
こ
れ
を
縁
ぜ
し
む
。
他
の
第
六
は
仮
金
を
変
じ
て
皆
金
と
見
る
か
。
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門
解
説
回

以
下
、
比
較
的
簡
略
な
問
答
群
の
後
半
、
出
定
時
の
認
識
構
造
の
検
討
に
関
す
る
問
答
に
入
る
。

第
八
問
答
で
は
定
中
の
観
念
上
の
金
相
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
限
を
開
き
出
定
の
後
も
金
相
を
見
る
の
か
と
い
う
問
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
答
文
で
は
観
行
が
感
熟
し
た
後
に
は
出
定
後
に
も
金
相
を
見
る
と
し
て
い
る
。



第
九
問
答
は
第
八
問
答
を
承
け
て
、
限
を
開
い
て
金
相
を
見
る
と
き
眼
根
の
根
門
よ
り
見
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
な
ぜ
前

五
識
が
金
相
を
縁
じ
な
い
の
か
と
難
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
目
を
開
き
、
色
を
見
て
執
着
を
起
こ
す
の
が
凡

夫
の
常
な
る
あ
り
方
で
あ
る
が
、
仮
相
定
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
も
の
は
仮
法
で
あ
る
か
ら
、
眼
識
は
執
着
を
起
こ
さ
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
執
着
を
起
こ
す
の
は
根
で
は
な
く
、
第
六
意
識
の
五
後
の
意
識
と
、
五
倶
の
意
識
の
う
ち
の

不
同
縁
の
意
識
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
仮
相
定
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
金
相
を
見
る
に
際
し
て
は
眼
識
は
金
相
を
見
ず

地
相
を
み
て
い
る
。
し
か
し
五
倶
の
意
識
ま
た
は
五
後
の
意
識
が
金
と
見
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
十
問
答
は
限
を
開
き
金
相
を
見
て
い
る
と
き
定
心
か
散
心
か
と
い
う
こ
と
を
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
は
目

を
開
き
外
色
を
見
て
五
識
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
散
心
と
し
て
い
る
。
し
か
し
出
定
後
に
も
定
の
力
に
よ
っ
て
心
に
引
起

さ
れ
た
金
相
が
変
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

第
十
一
問
答
は
こ
れ
ま
で
の
問
答
を
承
け
て
、
出
定
時
の
仮
の
金
相
は
意
解
思
惟
観
を
修
し
て
い
た
者
の
み
見
る
の
か
、

他
も
ま
た
見
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
修
し
て
い
た
も
の
の
み
、
他
人
の
み
、
自
他
倶
に
、
と
い

ず
れ
の
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
十
二
問
答
で
は
唯
他
の
場
合
の
認
識
構
造
の
あ
り
様
に
つ
い
て
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

意
解
思
惟
観
に
よ
る
定
果
色
は
仮
法
で
あ
る
た
め
他
人
の
第
八
識
が
縁
ず
る
こ
と
は
な
く
、
先
述
し
た
よ
う
に
所
化
の
有

情
に
つ
い
て
見
る
と
き
は
必
ず
第
八
所
変
に
よ
っ
て
前
五
識
の
認
識
が
起
こ
る
た
め
、
他
人
の
前
五
識
も
縁
ず
る
こ
と
は
な

い
。
た
だ
し
、
他
人
の
第
六
識
の
上
に
観
念
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
「
自
の
み
こ
れ

を
見
る
か
、
将
た
他
を
し
て
見
せ
し
む
か
。
L

と
い
う
問
に
は
明
確
に
は
答
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
〈
疏
二
釈
断
簡
〉

門
第
二
問
答
回
」
に
も
見
た
よ
う
に
、
二
乗
・
異
生
の
意
解
思
惟
観
に
よ
る
変
現
は
、
あ
る
時
は
意
解
思
惟
観
を
修
す
る
者

の
み
こ
れ
を
認
識
し
、
ま
た
あ
る
時
は
他
人
が
こ
れ
を
認
識
す
る
な
ど
一
定
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
変
現
さ
れ
た
も
の
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は
仮
法
で
あ
る
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の
問
答
に
お
い
て
は
他
人
の
認
識
櫛
造
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
自

他
共
に
金
相
を
認
識
す
る
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
十
三
問
答
で
は
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
も
の
を
認
識
す
る
も
の
は
唯
白
、
唯
他
、
自
他
倶
と
い
っ
た
よ
う

に
一
定
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
異
な
り
は
定
の
勝
劣
に
よ
る
の
か
と
問
う
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、
そ
の

よ
う
な
異
な
り
は
定
の
勝
劣
や
定
前
の
加
行
意
楽
に
よ
る
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
意
解
思
惟
観
に
よ
る
変
現
に
つ
い
て
四
通
り

の
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
「
唯
他
」
中
、
他
人
は
心
中
に
地
を
変
じ
な
が
ら
も
定
カ
に
よ
っ
て
金
と
見
せ
し
め
ら
れ
る
。

②
「
唯
他
」
中
、
他
人
は
心
中
に
金
相
を
変
じ
、
金
と
見
る
。

③
「
唯
白
」
の
中
、
自
は
心
中
に
金
相
を
変
じ
、
金
と
見
る
。

④
「
自
他
倶
」
中
、
自
は
仮
金
を
変
じ
、
他
の
第
六
を
引
き
縁
じ
さ
せ
る
。
他
人
の
第
六
識
は
仮
金
を
変
じ
て
金
と
見
る
。
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こ
の
中
、
①
は
「
最
も
浅
近
」
と
あ
り
、
意
解
思
惟
観
に
よ
る
定
力
が
最
も
劣
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
は
非

黄
見
黄
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
方
を
一
不
さ
れ
て
い
る
。
非
黄
見
黄
と
は
熱
病
に
よ
っ
て
眼
根
が
損
な
わ
れ
青
色
等
を
見
て
も
黄

色
と
見
え
て
し
ま
う
人
の
認
識
構
造
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
非
黄
を
黄
色
と
見
る
の
は
第
六
意
識
で
あ

り
眼
根
は
こ
の
場
合
で
も
境
の
自
相
、
す
な
わ
ち
青
色
で
あ
れ
ば
青
色
を
得
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
意
解
思
惟
観
を
修
し

て
い
た
者
は
地
を
地
と
し
て
認
識
す
る
が
、
他
人
が
金
相
を
認
識
す
る
の
は
心
中
に
は
地
の
相
が
あ
る
が
定
力
に
よ
っ
て
他

人
の
第
六
意
識
が
眼
根
を
門
と
し
て
あ
た
か
も
眼
識
が
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
②
は

定
力
に
よ
っ
て
他
人
の
心
中
の
相
も
金
と
な
る
点
で
①
と
異
な
る
。
自
が
金
相
を
見
な
い
の
は
定
前
の
意
楽
・
も
し
く
は
定
力



が
劣
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
③
は
自
の
み
が
金
相
を
縁
ず
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
意
解
思
惟
観
を
修
す
る
者
の
意

楽
と
定
力
は
共
に
熟
達
し
て
お
り
、
①
の
よ
う
な
心
中
の
地
相
を
金
と
見
る
よ
う
な
未
熟
な
も
の
で
な
く
必
ず
自
心
に
金
相

を
う
か
ベ
そ
れ
を
縁
ず
る
と
い
う
。
④
は
自
在
の
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
自
心
に
変
じ
た
金
相
が
他
人
の
第
六
識
を
ひ
い

て
他
人
の
心
中
に
金
相
を
浮
か
べ
金
と
見
せ
し
む
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
至
る
あ
り
方
が

し
め
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
勝
劣
に
つ
い
て
の
議
論
も
行
わ
れ
て
い
る
点
は
、
仏
道
実
践
に
重
き
を
置
い
て
い
た
良
遍
ら
し
さ

を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

以
上
、
こ
の
一
段
で
は
a

一
一
来
や
異
生
の
所
作
で
あ
る
意
解
思
惟
観
に
つ
い
て
、
前
段
に
引
き
続
き
定
巣
色
の
論
理
構
造
の

詳
細
な
分
析
が
見
ら
れ
、
菩
薩
の
み
な
ら
ず
二
乗
異
生
の
観
点
か
ら
も
唯
識
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
こ
で
は
観
行
を
修
す
る
も
の
や
、
そ
れ
以
外
の
も
の
の
認
識
構
造
に
つ
い
て
も
委
細

な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
修
行
実
践
に
お
け
る
認
識
構
造
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
乗
や
異
生
が
修
す
る
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
現
れ
る
e

疋
果
色
は
ど
ん
な
場
合
で
あ
っ
て
も
仮
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
行

者
の
実
践
に
よ
っ
て
体
験
す
る
「
地
を
見
て
金
と
な
す
」
等
と
い
っ
た
あ
り
方
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
所
詮
は
仮
な
る
も
の

に
他
な
ら
ず
、
菩
薩
の
実
色
を
変
現
す
る
も
の
と
は
到
底
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

あ
り
方
に
法
相
学
侶
の
謙
虚
な
仏
道
実
践
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
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〈
二
乗
転
換
本
質
事
〉

【
原
文
】

【
第
一
問
答
】

(
十
二
丁
右
一

i
十
二
丁
左
六
)

【
翻
刻
】

二
乗
転
換
本
質

尋
云
二
乗
偏
限
意
解
思
惟
一
欺
将
有
転
換
/
義
寸

耶
答
或
不
許
転
換
一
宝
積
院
等
御
意
也
或

許
之
上
人
御
義
也
先
成
前
義
一
云
二
乗
聖
者
未

讃
*
国
唯
識
↓
不
了
如
幻
↓
不
達
相
縛
↓
不
断
一
法
執
↓
如
何

依
先
業
ノ
力
一
白
無
始
一
相
続
現
行
竪
住
必
然
土

石
諸
山
ヲ
以
自
心
/
所
欲
ノ
カ
イ
不
シ
テ
令
生
一
忽
令
生
余
ノ
現
一

耶
業
力
蟻
燃
ニ
シ
テ
不
了
法
性
一
之
前
轍
難
改
一
*
m
也
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是
以
見
転
換
本
質
之
諸
文
本
論
ニ
ハ
云
謂
仏
菩
薩
↓
ユ
カ

抄
ニ
ハ
述
*
山
其
以
仏
威
力
故
一
本
疏
ニ
ハ
初
地
第
三
地
八
地
巳
*
四

上
/
三
重
雄
挙
之
一
又
不
挙
二
乗
↓
依
之
太
抄
ニ
ハ
釈
仏
菩
薩
所

変
大
地
金
等
↓
鏡
水
抄
ニ
ハ
判
セ
リ
菩
薩
成
就
得
無
縁
恵
*
m
O
*
m

変
石
為
金
令
諸
衆
生
得
実
受
用
↓
簡
異
凡
夫

二
乗
有
願
不
能
実
救
づ
m
又
先
徳
解
釈
也



門
訓
読
回

一
一
乗
転
換
本
質
事

尋
ね
て
云
く
二
乗
は
偏
に
意
解
思
惟
に
限
る
か
、
将
た
転
換
の
義
も
有
る
や
。

答
ふ
。
或
は
転
換
を
許
さ
ず
。
安
積
院
等
の
御
意
な
り
。
或
は
こ
れ
を
許
す
。
上
人
の
御
義
な
り
。
先
ず
前
義
を
成
じ
て

云
く
。
二
乗
の
聖
者
等
は
未
だ
唯
識
を
護
せ
ず
、
如
幻
を
了
せ
ず
、
相
縛
を
達
せ
ず
、
法
執
を
断
ぜ
ず
。
如
何
に
し
て
先
業

の
力
に
依
り
て
無
始
よ
り
相
続
現
ド
付
す
る
竪
住
必
然
の
土
石
諸
山
を
自
心
の
所
欲
の
カ
を
以
て
生
ぜ
し
め
ず
し
て
忽
ち
余
の

現
を
生
ぜ
し
む
る
や
。
業
力
は
蛾
燃
に
し
て
法
執
を
了
せ
ざ
る
の
前
に
は
轍
ち
改
め
難
き
な
り
。
こ
れ
を
以
て
転
換
本
質
の

諸
文
を
見
る
に
、
「
本
論
』
に
は
「
謂
く
仏
菩
薩
」
と
云
ひ
、
『
稔
伽
抄
』
に
は
「
仏
の
威
力
を
以
て
の
放
に
」
と
述
べ
、

『
本
疏
』
に
は
初
地
、
第
コ
一
地
、
八
地
巳
上
の
三
重
、
こ
れ
を
挙
ぐ
る
と
難
も
、
ま
た
二
乗
を
挙
げ
ず
。
こ
れ
に
依
り
て

「
太
抄
』
に
は
「
仏
菩
薩
所
変
の
大
地
、
金
等
」
と
釈
し
、
「
鏡
水
抄
』
に
は
「
菩
薩
成
就
の
無
縁
の
慈
を
得
て
(
中
略
)
石

を
変
じ
て
金
と
な
し
、
諸
々
の
衆
生
を
し
て
実
に
受
用
せ
し
む
」
と
判
じ
、
一
異
と
凡
夫
と
二
乗
は
願
有
る
も
実
の
救
に
は

能
は
ず
。
」
と
判
ぜ
り
。
ま
た
先
徳
の
解
釈
な
り
。
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門
解
説
凶

以
下
、
「
二
乗
転
換
本
質
事
」

が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
一
問
答
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
a

一
乗
は
意
解
思
惟
観
に
限
る
の
か
、
そ
れ
と
も
転
換
の
義
も
あ
る
の
か
と
い
う
問
が
な

さ
れ
る
。
八
地
巳
去
の
大
力
の
菩
薩
は
威
徳
定
に
よ
っ
て
思
い
の
ま
ま
に
境
を
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
述
記
』
(
『
大

正
』
四
三
、
四
八
九
、
上
)
に
は
「
或
は
意
解
思
惟
観
、
境
を
ま
た
成
ず
と
難
も
、
然
る
に
今
は
転
換
本
質
を
取
り
て
こ
れ

の
内
容
に
入
っ
て
い
く
。

こ
れ
以
降
は
二
乗
の
転
換
本
質
の
義
の
有
無
に
つ
い
て
の
議
論



を
取
ら
ず
」
と
意
解
思
惟
観
に
よ
っ
て
も
境
が
転
じ
る
こ
と
が
一
示
さ
れ
る
が
、
実
用
が
あ
る
の
は
転
換
本
質
で
あ
り
、
意
解

思
惟
観
に
よ
っ
て
は
実
用
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
二
乗
は
こ
の
意
解
思
惟
観
に
限
る
の
か
と
い
う
問
が
な

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
転
換
を
許
す
説
と
許
さ
な
い
説
の
二
説
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
転
換
を
許
さ
な
い
と
い

う
説
は
宝
積
院
信
憲
〔
一
一
四
五

i
ゴ
ヲ
一
五
)
を
は
じ
め
と
す
る
先
徳
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
お
り
、
許
す
説
は
上
人
、

す
な
わ
ち
貞
慶
の
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
の
説
で
あ
る
か
は
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
先
ず
前
義
(
許
さ
な
い
説
)
を
成
じ
て
玄
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
説
を
併
記
す
る
流
れ
に
な
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
乗
の
転
換
本
質
を
許
さ
な
い
説
に
お
い
て
は
、
二
乗
は
そ
も
そ
も
一
切
が
唯
識
で
あ
る
こ
と
を
鐙
し
て
お
ら
ず
、
如
幻

に
も
了
達
せ
ず
、
法
執
を
断
じ
な
い
の
で
、
先
業
力
所
感
の
器
界
を
自
心
の
所
欲
に
随
っ
て
変
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し

て
、
二
乗
が
転
換
本
質
に
至
ら
な
い
そ
の
道
理
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
文
証
と
し
て
『
稔
伽
論
』
(
『
大
正
』
三

O
、

四
九
二
、
上
)
、
『
略
纂
』
(
『
大
正
』
四
三
、
一
三
八
、
下
)
、
『
述
記
』
(
『
大
正
』
四
二
一
、
四
八
九
、
上
の
取
意
文
『
太
抄
」

(
『
続
蔵
』
五

O
、
三
四
八
、
中
)
、
「
鏡
水
抄
』
(
『
続
蔵
』
一
三
四
、
四
二
四
、
下
)
を
挙
げ
て
い
る
。
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【
第
二
問
答
】

【
原
文
】

(
十
二
丁
七

i
十
三
丁
左
一
)

aAえ
ヲ
ヘ
!

。

ぷ
fφ
私
・弘
之
3
4
汎

d

的
脅
ザ
を
人
み
ま
り
ノ

N

【
翻
刻
】

尋
云
何
先
徳
釈
耶

答
十
巻
私
記
五
ニ
疏
ノ
転
換
本
質
ノ
釈
ヲ
ハ
為
唯
菩
薩
ノ

釈
ト
或
意
解
思
惟
ノ
釈
為
遍
二
乗
異
生
寸
釈
ト
其
意
分

明
也
又
云
問
二
乗
以
定
力
一
地
等
成
金
宝
等
者
唯

仮
想
ノ
ミ
品
無
実
用
一
者
何
故
目
提
連
以
三
千
大
千
世
界
一

入
口
中
一
時
不
狭
少
一
〈
云
云
〉
*
m
又
迦
葉
以
口
息
一
吹
掃
東

方
無
量
世
界
↓
此
既
有
実
用
一
如
何
云
*
出
無
実
用
一
耶

答
彼
又
可
云
仏
菩
薩
一
不
現
十
弟
子
也
〈
巳
上
論
文
此
当
有
難
〉
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裏
書
云
又
是
諸
仏
加
被
也
専
非
二
乗
品
所
弁
一
也
*
即

後
思
之
〈
巳
上
〉
占
既
云
道
理
一
云
解
釈
一
明
也
未
見
一
文

通
二
乗
一
更
*
m
以
何
ナ
ル
文
理
一
施
*
別
令
通
二
乗
一
耶



門
訓
読
凶

尋
ね
て
云
く
。
何
れ
の
先
徳
の
釈
な
る
や
。

答
ふ
。
『
十
巻
私
記
』
五
に
『
疏
』
の
転
換
本
質
の
釈
を
ば
唯
だ
菩
薩
の
釈
と
、
或
意
解
思
惟
の
釈
は
遍
じ
て
二
乗
巽
生

の
釈
と
為
す
そ
の
意
分
明
な
り
。
ま
た
云
く
。
「
問
ふ
。
二
乗
は
定
力
を
以
て
地
等
を
金
宝
等
に
成
じ
る
は
唯
だ
仮
想
の
み
。

実
用
無
く
ん
ば
何
が
故
ぞ
目
提
連
は
一
一
一
千
大
千
世
界
を
以
て
日
中
に
入
れ
る
時
、
狭
少
な
ら
ざ
る
。
〈
云
云
〉
ま
た
迦
葉
は

口
息
を
以
て
東
方
無
量
世
界
を
吹
掃
す
る
。
こ
れ
既
に
実
用
有
り
、
如
何
が
実
用
無
し
と
云
ふ
や
。
答
ふ
。
彼
は
又
云
く
仏

菩
薩
は
十
弟
子
を
示
現
す
な
り
。
〈
巳
上
論
文
。
こ
れ
当
に
難
あ
る
べ
し
。
〉
」
『
裏
書
』
云
く
。
「
ま
た
こ
れ
諸
仏
の
加
被

な
り
。
専
ら
二
乗
の
所
弁
に
は
あ
ら
ず
。
後
に
こ
れ
を
思
う
ベ
し
。
〈
己
上
〉
」
既
に
道
理
と
云
ひ
、
解
釈
と
云
ひ
、
明
ら

か
な
り
。
未
だ
一
文
と
し
て
二
乗
に
通
ず
る
を
見
ず
。
更
に
何
な
る
文
理
を
以
て
施
し
て
二
乗
に
通
ぜ
し
む
や
。
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門
解
説
M

第
二
問
答
で
は
二
乗
の
転
換
本
質
を
許
さ
な
い
説
の
先
徳
の
釈
と
し
て
『
十
巻
私
記
』
、
『
裏
書
」
を
挙
げ
て
い
る
。
『
十

巻
私
記
』
で
は
阿
羅
漢
で
あ
る
日
鍵
速
や
迦
葉
を
挙
げ
、
そ
の
神
変
に
実
用
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
二
乗
に
も
転
換
の
義
が

あ
る
と
難
じ
る
が
、
十
大
弟
子
は
仏
の
示
現
で
あ
る
と
い
う
会
通
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
「
裏
書
』
に
は
諸
仏
の
加
被
で
あ

り
、
二
乗
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
道
理
(
第
一
問
答
)
も
解
釈
(
第
二
・

一
一
一
問
答
〉
も
明
ら
か
に
一
一
乗
の
転
換
本
質
を
認
め
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
ど
の
よ
う
な
文
理
に
よ
っ
て
転
換
本
質
を
一
乗

に
通
じ
さ
せ
る
の
か
と
結
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
も
の
の
『
裏
書
」
を
引
い
て
、
二
乗
の
転
換
本
質
が
諸
仏
の
加
被
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
然
、
諸
仏
の
加
被
た
る
無
漏
定
通
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
法
相
学



侶
は
教
学
上
の
定
果
色
を
想
定
す
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
乗
の
転
換
本
質
は
諸
仏
の
加
被
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。

『
裏
書
』
の
記
述
で
あ
る
と
は
い
え
、
仏
道
を
歩
む
行
者
と
の
違
い
が
、
こ
こ
に
鮮
明
に
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

【
第
三
問
答
】

【
原
文
】

(
十
三
丁
二

i
十
七
丁
右
七
)

三七
P
A
4ロ身
長
崎

γ22玄
vL4必
タ
局

主
伶
ふ
、
凶
作、之
、丹羽-広
域
峰山か
る
・点、
宮
夜
幼
人
.

、
元
造
二
女
、1寸
法
門
人

T
乏
刈
f
'
ハ
ル
ヲ
為

γ2
れ
F

吋免fby 

戸
争
、

叫

W
4

【
翻
刻
】

尋
一
五
*
凶
ユ
カ
抄
十
四
於
威
徳
定
作
二
釈
一
初
釈
ハ
通
漏
無

漏
一
後
釈
ハ
唯
無
漏
々
々
々
/
釈
雄
難
通
二
乗
一
多
縁
諦

理
故
也
*
凶
通
漏
無
漏
一
釈
ハ
可
通
二
乗
一
故
下
文
還
テ
述

初
釈
云
無
間
一
有
漏
無
漏
↓
任
運
定
能
*
凶
起
此
実
之
*
凶

色
*
国
也

O
若
菩
薩
是
無
漏
若
二
乗
是
有
漏
皆
能

変
化
令
他
受
用
一
名
威
徳
定
〈
云
云
〉
重
成
初
釈
一

取
通
二
乗
之
義
〈
見
タ
リ
〉
是
則
*
凶
釈
本
論
若
有
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威
徳
定
所
行
境
猶
如
変
化
彼
果
彼
境
及
彼
相
応

識
等
境
色
是
実
物
有
〈
乃
至
〉
有
漏
無
漏
由
定
而
生

文
↓
也
抄
ノ
二
釈
之
*
山
中
ニ
品
猶
順
論
文
ニ
云
有
漏
無
漏
由
定

而
生
↓
故
是
以
第
二
巻
疏
引
今
此
本
論
文
一
畢
即

通
有
漏
及
与
無
漏
此
謂
聖
者
得
威
徳
定
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多
聞
号
免
除
忍
え
ん
ち
ん
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h
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ず
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え
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券
大
自
主
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街
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k
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名
ふ
れ
ぎ
だ
-
五
反
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自
主
免
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季ポ
バ二
反
核
4

例
d
乏，，
A

て
か
か
九
{
島
一余

h
人
れ

J
-

、，J
介

?
l
l旬、

変
為
此
色
鏡
益
有
情
一
〈
云
云
〉
ゐ
此
謂
聖
者
詞
広

亘
二
乗
〈
見
タ
リ
〉
依
之
彼
演
秘
釈
威
徳
定
一
有
二

釈
初
釈
ハ
通
菩
薩
及
二
乗
一
一
後
釈
ハ
通
異
生
一
一
作

此
二
釈
畢
前
解
為
勝
一
〈
云
云
〉
又
通
二
乗
一
之
旨
分
明
也

若
年
威
徳
定
既
通
二
乗
一
宣
無
転
換
本
質

之
義
耶
*
m
威
徳
定
所
作
皆
有
実
用
一
変
地
一
為

金
一
之
時
宣
無
実
用
一
耶
*
m
但
於
未
護
法
空
之

難
一
者
雄
未
得
*
旧
法
空
無
漏
一
依
解
脱
勝
処
/
観

門
一
能
除
変
化
障
一
於
小
多
根
塵
色
一
既
得
自
在
/

変
化
↓
故
分
調
伏
其
物
一
*
m
雄
未
及
如
幻
信
解
何

以
生
空
知
日
ノ
分
斉
一
不
成
此
事
耶
*
即
日
約
二
乗
之
中

121 

麟
角
*
国
及
広
恵
声
聞
等
少
*
問
有
*
町
転
換
ノ
義
一
何
為
難
一
哉
*
国

品
心
自
在
者
其
位
雄
有
*
別
地
上
一
転
変
神
通
何
必
限
如
幻

情
*
m
解
一
耶
*
四
本
論
ハ
挙
大
自
在
↓
非
無
例
謹
一
七
地
巳
前

二
乗
等
雄
有
超
多
等
/
至
義
一
且
従
極
自
在
純
無
漏
一

挙
第
三
僧
祇
一
例
是
又
可
匁
一
耶
品
自
余
解
釈
准
*
出

可
意
*
国
耶



ぜらk
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育会
ω:が

今
依
前
義
一
会
云
先
威
徳
定
唯
無
漏
/
釈
宗
家

未
捨
之
一
是
以
第
四
ノ
灯
ニ
云
*
附
以
漏
無
漏
不
相
順
故
↓
威

徳
定
限
無
漏
〈
見
タ
リ
〉
若
好
*
即
此
釈
一
者
不
可
通
二
乗
一

諸
/
通
有
漏
一
文
ヲ
以
皆
可
云
一
相
釈
意
一
何
況
雄
通
有

漏
一
通
二
乗
一
云
事
又
未
定
也
漏
無
漏
ノ
品
意
品
得
*
m
皆
可
在

菩
薩
一
故
*
山
也
但
ユ
カ
抄
云
若
二
乗
是
有
漏
↓
秘
ニ
取
通

菩
薩
二
乗
之
釈
為
勝
一
者
先
ユ
カ
抄
彼
文
*
m
一
釈
意
也

市
演
*
山
秘
ハ
対
通
異
生
一
之
釈
為
勝
一
許
也
未
知
聖
者
之

中
強
ニ
論
之
時
*
同
可
通
二
乗
一
云
事
以
*
m
疏
ノ
此
謂
聖
者
ノ

調
幽
也
設
通
二
乗
一
准
*
問
秘
一
可
会
之
一
其
*
川
上
通
二
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乗
一
事
未
定
也
何
況
設
威
徳
定
通
ト
モ
二
乗
一
一
不
可
開
一

転
換
本
質
一
二
乗
只
漸
可
変
出
実
用
香
味
ゴ
五

匁
也
可
非
転
換
ニ
ハ
本
質
↓
是
以
見
本
論
て
m
威
徳

定
ノ
処
ニ
ハ
未
説
転
換
事
↓
転
換
処
ニ
ハ
更
不
説
二
乗
↓

解
釈
又
匁
也
依
後
義
一
難
云
既
許
二
乗
/
威
徳
定

変
ス
ト
実
用
ノ
香
味
↓
畢
若
不
許
之
者
*
問
解
釈
難
会
一

所
成
皆
煩
ヘ
リ
不
知
*
m
文
一
存
一
ゐ
是
以
本
論
/
三
十
三
聖
非
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け
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摩
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代
芸
名
(
章
一
ポ
-
d
A
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聖
ノ
神
迩
*
悶
相
対
シ
テ
聖
ヲ
ハ
惣
云
如
実
成
弁
↓
非
聖
ヲ

述
不
堪
受
用
↓
此
義
決
定
畢
ナ
ハ
転
換
ノ
義
無
疑
一
何

者
於
変
ト
化
寸
一
変
ト
者
転
変
改
易
化
ト
者
化
現
無
而
忽
有

演
秘
釈
変
化
二
事
之
中
ニ
化
ハ
猶
可
難
一
而
実
用
/

段
食
猶
忽
然
ト
シ
テ
化
之
一
況
於
地
等
本
有
ノ
法
転
換

其
相
一
事
何
為
難
一
耶
*
胤

答
於
変
化
二
事
一
一
変
ハ
可
難
一
其
*
邸
業
所
感
ノ
器

界
無
始
串
習
尤
重
先
業
/
力
決
然
ト
シ
テ
相
続

現
行
ス
ル
竪
住
/
*
間
諸
山
土
石
等
一
一
於
テ
以
今
ノ
思
念
ノ
本
町
力
↓
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忽
改
転
滅
彼
現
一
令
生
*
m
此
現
一
事
莫
大
故
也
但

如
上
成
本
無
段
食
今
始
変
出
ス
ル
返
可
易
耶
*
m

伽
論
三
十
四
云
謂
諸
*
m
如
是
諦
現
観
故
獲
得
四
智
之
m

得
唯
法
智
得
非
断
智
得
非
常
智
得
縁
生
行

如
幻
事
智
〈
云
云
〉

O
是
ハ
諸
声
聞
〈
菩
薩
イ
〉
相
一
文
也

上
ニ
説
四
果
寸

畢
順
*
四
如
是
説
也
既
ニ
云
得
如
幻
智
ゴ
一
乗
モ
分
ニ
詮
如

幻
一
也
何
不
転
換
*
m
耶



門
訓
読
凶

尋
ね
て
一
五
く
。
『
略
纂
」
十
四
に
威
徳
定
に
於
い
て
二
釈
を
作
し
、
初
釈
は
漏
無
漏
に
通
じ
、
後
釈
は
唯
無
漏
な
り
。
唯

無
漏
の
釈
は
二
乗
に
通
じ
が
た
し
と
雄
も
、
多
縁
諦
理
の
放
に
、
漏
無
漏
に
遥
ず
の
釈
は
二
乗
に
通
ず
べ
き
故
に
、
下
文
は

還
り
て
初
釈
を
述
べ
て
云
く
。
「
間
無
く
、
得
漏
無
漏
の
任
還
な
る
定
は
能
く
こ
の
実
色
を
起
こ
す
(
中
略
)
若
し
菩
薩
は

こ
れ
無
漏
、
若
し
二
乗
は
こ
れ
有
漏
と
せ
ば
、
皆
能
く
変
化
し
他
を
し
て
受
用
せ
し
む
を
成
徳
定
と
名
く
。
」
〈
云
云
〉
重

ね
て
初
尺
を
成
じ
て
二
乗
に
通
ず
る
の
義
を
取
る
。
〈
見
え
た
り
〉
こ
れ
則
ち
『
本
論
』
の
「
若
し
威
徳
定
所
行
の
境
有
ら

ば
、
猶
し
変
化
の
ご
と
し
。
彼
の
果
、
彼
の
境
、
及
び
彼
の
相
は
応
に
識
等
の
境
、
色
は
是
実
物
有
な
る
べ
し
。
(
中
略
)

有
漏
無
漏
は
定
に
由
り
て
生
ず
。
」
の
文
を
釈
す
。
『
抄
』
の
二
釈
の
中
、
猶
し
論
文
の
「
有
溺
無
漏
は
定
に
由
り
て
生
ず
」

と
云
ふ
に
順
ず
る
故
に
、
こ
れ
を
以
て
第
-
一
巻
疏
は
今
、
こ
の
論
文
を
引
き
畢
ぬ
。
即
ち
「
有
漏
と
及
び
無
漏
と
に
通
ず
。

こ
れ
は
謂
く
聖
者
の
威
徳
定
を
得
た
る
は
こ
の
色
を
変
為
し
て
有
情
を
鏡
益
す
」
〈
云
云
〉
こ
こ
に
謂
ふ
聖
者
の
詞
は
広
く

一
乗
に
亘
る
と
見
た
り
。
こ
れ
に
依
り
て
彼
の
『
演
秘
』
は
威
徳
定
を
釈
し
て
二
釈
有
り
。
初
釈
は
菩
薩
及
び
二
乗
に
通
じ
、

後
釈
は
異
生
に
通
ず
。
こ
の
二
釈
を
作
し
畢
ぬ
。
「
前
解
を
勝
と
な
す
。
」
〈
玄
云
〉
と
。
又
た
二
乗
に
通
ず
る
の
旨
分
明
な

り
。
若
し
し
か
ら
ば
威
徳
定
は
既
に
一
乗
に
適
ず
。
宣
に
転
換
本
質
の
義
無
か
ら
ん
や
。
威
徳
定
の
所
作
は
皆
実
用
有
り
、

地
を
変
じ
て
金
と
な
す
時
、
室
に
実
用
無
か
ら
ん
や
。
但
だ
未
だ
法
空
を
諮
せ
ざ
る
の
難
に
於
い
て
は
未
だ
法
空
無
漏
を
得

ざ
れ
ど
も
解
脱
勝
処
の
観
門
に
依
り
て
能
く
変
化
障
を
除
く
。
小
多
根
塵
色
に
於
い
て
既
に
自
在
の
変
化
を
得
る
が
放
に
分

に
そ
の
物
を
調
伏
す
。
未
だ
如
幻
の
信
解
に
及
ば
ざ
る
と
難
も
、
何
ぞ
生
空
智
の
分
斉
を
以
て
こ
の
事
を
成
ぜ
ざ
る
や
。
伺
っ

て
二
乗
の
中
、
麟
角
及
び
広
恵
声
聞
等
は
少
し
く
転
換
の
義
有
り
。
何
ぞ
難
し
と
な
す
や
。
心
自
在
は
そ
の
位
は
地
上
に
有

る
と
雄
も
転
変
神
通
は
何
ぞ
如
幻
情
(
勝
)
解
に
限
る
や
。
「
本
論
』
は
大
自
在
を
挙
ぐ
。
例
謹
無
き
に
は
非
ず
。
七
地
己

前
、
二
乗
等
は
超
多
等
の
至
義
有
る
と
雄
も
旦
だ
極
自
在
純
無
漏
に
従
り
第
三
僧
紙
を
挙
げ
例
す
。
こ
れ
ま
た
し
か
る
べ
き
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や
。
自
余
の
解
釈
、
准
じ
て
意
ふ
べ
き
や
。

A
7
、
前
義
に
依
り
て
会
し
て
一
五
く
。
先
ず
威
徳
定
唯
無
漏
の
釈
は
宗
家
、
未
だ
こ
れ
を
捨
て
ず
。
是
を
以
て
第
四
の
『
幻
」

に
「
漏
無
漏
を
以
て
相
順
せ
ざ
る
が
故
に
」
と
云
ふ
。
威
徳
定
は
無
漏
に
限
る
と
見
た
り
。
若
し
こ
の
釈
を
好
め
ば
一
-
乗
に

通
ず
べ
か
ら
ず
。
諸
の
有
漏
に
通
ず
る
文
を
以
て
皆
一
相
の
釈
意
と
云
ふ
ベ
し
。
何
ぞ
況
ん
や
有
漏
に
通
ず
と
難
も
一
ゐ
乗
に

通
ず
と
云
ふ
事
、
ま
た
未
定
な
り
。
漏
無
漏
の
意
得
は
皆
普
薩
に
在
る
べ
し
。
た
だ
「
稔
伽
抄
』
に
「
若
し
三
乗
は
こ
れ
有

漏
」
と
云
ひ
、
『
秘
』
に
菩
薩
二
乗
に
通
ず
る
の
釈
を
勝
と
な
す
と
取
る
は
、
ま
ず
「
議
伽
抄
』
の
彼
の
文
は
一
釈
の
意
な

り
、
『
演
秘
』
は
異
生
に
通
ず
る
の
釈
に
対
し
て
勝
と
な
し
て
許
す
な
り
。
未
だ
聖
者
の
中
に
知
ら
ず
、
強
ち
に
論
ず
る
の

時
は
二
乗
に
通
ず
べ
し
と
云
ふ
事
な
り
。
以
て
『
疏
』
の
「
こ
こ
に
謂
ふ
聖
者
」
の
詞
は
幽
な
り
。
設
ひ
三
乗
に
通
ず
と
も

『
秘
』
に
准
じ
て
こ
れ
を
会
す
べ
し
。
そ
の
上
、
二
乗
に
通
ず
事
は
未
定
な
り
。
何
ぞ
況
ん
や
設
ひ
成
徳
定
は
二
乗
に
通
ず

と
も
、
転
換
本
質
に
開
く
べ
か
ら
ず
。
二
乗
は
只
だ
漸
く
実
用
の
香
味
を
変
出
べ
き
を
し
か
云
ふ
な
り
。
本
質
を
転
換
す
る

に
は
非
ず
。
是
を
以
て
『
本
論
』
等
を
見
る
に
威
徳
定
の
処
に
は
未
だ
転
換
の
事
を
説
か
ず
。
転
換
の
処
に
は
更
に
一
ゐ
乗
を

説
か
ず
。
解
釈
も
ま
た
し
か
な
り
。

後
義
に
依
り
て
難
じ
て
云
く
。
既
に
二
乗
の
威
徳
定
は
実
用
の
香
味
を
変
ず
と
許
し
畢
ぬ
。
若
し
こ
れ
を
許
さ
ざ
れ
ば
解

釈
は
会
し
難
し
。
所
成
は
皆
煩
へ
り
。
文
の
如
く
存
せ
ず
。
是
を
以
て
「
本
論
』
の
一
二
十
三
は
聖
非
聖
の
神
迩
(
通
〉
相
対

し
て
聖
を
ば
惣
じ
て
「
如
実
成
弁
」
と
一
五
ひ
、
非
聖
を
ぱ
「
不
堪
受
用
」
と
述
ぷ
。
こ
の
義
決
定
し
畢
な
ば
転
換
の
義
は
疑

い
無
し
。
何
と
な
ら
ば
変
と
化
と
に
於
い
て
、
変
と
は
転
変
改
易
、
化
と
は
化
現
無
而
忽
有
(
『
演
秘
』
の
釈
な
り
)
変
化

一
品
事
の
中
に
化
は
猶
し
難
か
る
べ
し
。
而
し
て
実
用
の
段
食
は
猶
し
忽
然
と
し
て
こ
れ
を
化
す
。
況
ん
や
地
等
の
本
有
の
法
、

そ
の
相
を
転
換
す
る
事
何
ぞ
難
し
と
な
す
や
。

答
ふ
。
変
化
の
二
事
に
於
い
て
変
は
難
か
る
べ
し
。
其
れ
は
業
所
感
の
器
界
、
無
始
串
習
尤
も
重
し
。
先
業
の
力
は
決
然
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と
し
て
相
続
現
行
す
る
竪
住
の
諸
山
土
石
等
に
於
い
て
今
の
思
念
の
力
を
以
て
忽
ち
に
改
転
し
、
彼
の
現
を
滅
し
て
こ
の
現

を
生
ぜ
し
む
事
は
莫
大
な
る
が
故
な
り
。
但
だ
上
に
成
ず
る
が
如
く
の
本
無
の
段
食
を
人
寸
始
め
て
変
出
す
る
は
返
り
て
易
か

る
べ
き
や
。
「
伽
論
』
一
一
-
十
四
に
云
く
。
「
謂
く
か
く
の
如
き
諦
現
観
を
諸
(
謹
)
す
る
が
故
に
阿
智
を
獲
得
す
。
唯
法
智
を

得
、
非
断
智
を
得
、
非
常
智
を
得
、
縁
生
行
如
幻
事
智
を
断
ず
(
得
る
)
」
〈
云
云
〉
と
。
是
は
諸
の
声
一
間
(
菩
薩
)
相
の

文
な
り
。
上
に
四
果
を
説
き
畢
ぬ
。
順
に
か
く
の
如
く
説
く
な
り
。
既
に
如
幻
智
を
得
と
云
ふ
。
二
乗
も
分
に
如
幻
を
鐙
す

な
り
。
な
ん
ぞ
転
換
せ
ざ
る
や
。

門
解
説
凶

第
三
問
答
は
内
容
か
ら
み
て
二
乗
の
転
換
本
質
を
許
す
立
場
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
問
答
と
少
々
形
式
が

異
な
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
尋
ね
て
云
く
」
と
間
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
聞
は
二
乗
の
転
換
本
質
を
許
す
立

場
か
ら
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
を
承
け
て
ー
今
、
前
義
に
依
り
て
会
し
て
云
く
」
と
あ
り
、
二
乗
の
転
換
本
質
を
許
さ

な
い
立
場
か
ら
の
会
通
が
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
通
を
承
け
て
「
後
義
に
依
り
て
難
じ
て
云
く
」
と
し
、
一
品
乗
の
転

換
本
質
を
許
す
立
場
か
ら
の
難
を
再
び
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
そ
れ
に
答
え
る
形
で
「
答
ふ
」
と
し
て
、
良
遍
の

結
論
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
尋
ね
て
云
く
し
で
は
、
ま
ず
滋
恩
大
師
碁
の
『
略
纂
』
(
『
大
正
』
四
一
二
、
一
九
三
、
上
)
に
威
徳
定
が
漏
無
漏
の
釈
、

唯
無
漏
の
釈
を
な
し
て
、
威
徳
定
が
漏
無
漏
に
通
じ
る
釈
を
採
用
し
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
「
述
記
』
第
二
巻
(
実
際
に
は

「
述
記
』
巻
三
之
本
)
(
『
大
正
』
四
.
一
一
、
コ
一
二
五
、
上
)
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
「
聖
者
」
の
呂
葉
も
三
乗
に
も
亘
る
と
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
有
漏
と
及
び
無
漏
と
に
適
ず
。
こ
こ
に
い
う
聖
者
は
威
徳
定
を
得
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
威
徳
定

が
有
漏
お
よ
び
無
漏
に
通
じ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
智
周
も
こ
の
こ
と
を
承
け
て
『
成
唯
識
論
演
秘
』
(
以
下
、
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「
演
秘
』
。
『
大
正
』
四
一
ニ
、
八
六
九
、
下
)
に
菩
薩
と
一
乗
と
に
通
ず
る
説
を
勝
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
威
徳
定
が
二

乗
に
も
通
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
に
は
、
転
換
本
質
も
二
乗
に
通
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
難
じ
る
の
で
あ
る
。
た
と

え
法
空
を
鐙
し
て
い
な
い
と
し
て
も
解
脱
勝
処
に
よ
り
自
在
の
変
化
が
で
き
実
用
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

麟
角
喰
の
独
覚
や
広
慧
の
声
聞
に
は
転
換
の
義
が
あ
る
と
し
、
心
自
在
の
位
は
初
地
以
上
で
あ
る
と
し
て
も
、
転
変
神
通
を

如
幻
勝
解
な
る
大
カ
菩
薩
に
限
る
事
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
難
に
対
し
て
「
今
、
前
義
に
依
り
て
会
し
て
云
く
」
で
は
、
ま
ず
宗
家
は
唯
無
漏
す
な
わ
ち
威
徳
定
が
菩
薩
に
限
ら

れ
る
釈
を
捨
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
反
論
す
る
。
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
(
『
大
正
』
四
一
三
、
七
三
六
、
下
)
に
は
定
通

に
つ
い
て
異
界
異
地
に
つ
い
て
段
食
を
上
界
繋
に
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
漏
無
漏
を
以
て
相
順
せ
ざ
る
が
故
に
l

と
し
て

お
り
、
威
徳
定
が
有
漏
に
通
じ
な
い
た
め
こ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
有
漏
に
通
ず
る
か
ら
と
い
っ
て

必
ず
し
も
二
乗
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
し
、
漏
無
漏
に
通
じ
る
と
い
う
の
は
菩
薩
の
漏
無
漏
に
通
じ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
難
を
進
め
て
い
る
。
「
略
纂
』
「
若
し
く
は
二
乗
の
こ
の
有
漏
」
(
『
大
正
』
四
三
、
一
九
二
、

上
)
、
『
演
秘
』
「
前
解
を
勝
と
な
す
」
(
『
大
正
』
四
三
、
八
六
九
、
下
)
に
つ
い
て
は
前
者
は
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、
後
者

は
通
異
生
に
対
す
る
た
め
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
『
演
秘
』
は
聖
者
の
う
ち
い
ず
れ
に
通
じ
る
か
を
あ

え
て
論
ず
る
な
ら
二
乗
に
も
通
じ
る
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
『
述
記
」
(
『
大
正
」

四
三
、
一
一
一
二
五
、
上
)
の
「
こ
こ
に
謂
う
聖
者
」
の
詞
は
奥
深
い
も
の
で
、
「
演
秘
』
の
釈
に
准
じ
て
知
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
威
徳
定
が
二
乗
に
通
じ
る
と
し
て
も
転
換
本
質
に
は
至
ら
ず
、
た
だ
香
味
を
変
出
す
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
磁
伽
論
』
を
初
め
と
し
た
経
論
や
諸
釈
に
は
、
威
徳
定
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
転
換
の
義

を
説
く
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
や
転
換
の
義
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
二
乗
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
い
で
「
後
義
に
依
り
て
難
じ
て
云
く
」
で
は
、
先
の
会
通
で
は
既
に
二
乗
が
実
用
あ
る
香
味
を
変
出
す
る
こ
と
を
認
め
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て
お
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
会
通
が
出
来
な
い
と
し
た
と
で
、
会
通
の
内
容
は
煩
績
で
あ
り
、
諸
文
を
そ
の
ま
ま
の
意
で
理

解
し
て
い
な
い
と
難
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
聡
伽
論
』
(
「
大
正
』
一
一
一

O
、
四
七

O
、
上

i
中
)
に
は
聖
者
と
非
聖
者
を
対

比
さ
せ
て
お
り
、
聖
者
に
は
「
如
実
成
弁
」
、
非
聖
者
に
は
「
不
堪
受
用
」
と
し
て
い
る
。
実
用
が
あ
る
香
味
を
変
出
す
る

の
で
あ
る
か
ら
二
乗
は
ま
さ
に
神
通
に
お
い
て
も
聖
者
で
あ
る
と
し
、
転
換
の
義
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
「
変
化
」
の
う
ち
「
変
」
と
は
転
変
改
易
(
変
易
)
、
「
化
」
と
は
化
現
無
而
忽
有
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
然
、
無
よ

り
有
を
変
出
す
る
こ
と
の
方
が
難
し
い
は
ず
で
あ
り
、
地
等
の
も
と
も
と
あ
る
法
を
転
換
す
る
こ
と
を
難
し
と
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
と
難
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
今
、
前
義
に
依
り
て
会
し
て
一
五
く
」
、
「
後
義
に
依
り
て
難
じ
て
玄
く
」
の
答
文
は
と
も
に
、
一
a

乗
が
実

用
の
香
味
を
変
出
す
る
と
い
う
点
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
の
点
が
一
つ
重
要
な
観
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
一
ゐ
乗
が

実
用
の
香
味
を
変
出
す
る
と
な
る
と
、
当
然
、
七
地
以
前
の
菩
薩
に
お
い
て
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

実
は
こ
れ
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
「
有
漏
定
所
変
香
味
」
と
い
う
論
義
が
あ
る
。
『
同
学
紗
』
「
有
漏
定
所
変
香
味
L

(

『大

正
』
六
六
、
二
五
七
、
下

i
二
五
八
、

L
L
)

に
お
い
て
は
、
菩
薩
は
有
漏
定
と
い
う
狭
劣
な
る
定
に
よ
っ
て
有
情
利
益
の
誓

願
を
果
た
す
よ
う
な
ζ

と
は
な
い
と
あ
る
。
さ
ら
に
無
漏
に
は
必
ず
三
有
を
破
壊
す
る
力
が
あ
り
、
有
情
が
無
担
醐
定
所
変
の

墳
に
触
れ
る
時
、
そ
の
利
益
が
と
て
も
大
き
い
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
七
地
以
前
の
菩
薩
は
有
漏
定
に
よ
っ

て
香
味
を
変
出
し
な
い
が
、
そ
れ
は
A

一
乗
に
劣
る
た
め
で
は
な
く
、
有
漏
定
と
い
う
狭
劣
な
る
定
を
用
い
る
こ
と
を
し
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

ζ

の
「
有
漏
定
所
変
香
味
」
の
末
尾
に
は
「
己
上
は
笠
置
御
義
な
り
。
古
人
は
有
漏
定
は
実
色
を
変
ぜ

ざ
る
の
義
を
立
っ
と
雄
も
、
そ
の
趣
は
こ
れ
と
異
な
る
か
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
貞
慶
の
立
て
た
説
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

そ
れ
以
前
は
有
漏
定
が
香
味
等
で
あ
っ
て
も
実
色
を
変
ず
る
こ
と
は
な
い
と
い
と
す
る
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
実
色
を
変
じ
る
と
し
て
も
菩
薩
と
二
乗
に
は
差
異
が
あ
り
、
大
力
の
菩
醸
に
よ
る
無
漏
定
通
に
よ
っ
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て
顕
現
さ
れ
た
色
法
に
は
三
有
を
破
壊
す
る
力
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
乗
の
有
漏
定
に
よ
っ
て
は
な
し
え
な
い
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

さ
で
、
最
後
の
「
答
ふ
」
に
お
い
て
は
、
「
後
義
に
依
り
て
難
じ
て
云
く
」
を
承
け
て
、
冒
頭
の
「
尋
ね
て
云
く
」
に
あ

る
二
乗
の
転
換
本
質
の
有
無
に
つ
い
て
の
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
後
義
に
依
り
て
難
じ
て
云
く
」
に
あ
る

「
変
化
」
の
う
ち
「
変
」
の
方
が
よ
り
難
し
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
と
よ
り
あ
る
地
は
共
業
所
感
の
器
界
で
あ

り
無
始
よ
り
の
串
習
は
最
も
重
く
、
先
業
の
力
が
決
然
と
し
て
現
行
す
る
土
石
諸
山
は
思
念
の
カ
に
よ
っ
て
転
じ
よ
う
と
す

る
と
き
、
そ
れ
に
要
す
る
力
用
は
莫
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
か
え
っ
て
も
と
よ
り
無
い
段
食

な
ど
を
変
出
す
る
ほ
う
が
易
い
と
す
る
。
そ
し
て
『
稔
伽
論
』
一
二
十
四
(
『
大
正
』
二
一

o、
四
七
六
、
上
)
の
声
聞
が
「
縁

生
行
如
幻
事
智
」
を
得
る
と
い
う
所
説
を
も
っ
て
、
分
に
如
幻
を
謹
す
る
と
し
て
い
る
。
大
力
の
菩
麓
が
転
換
本
質
を
可
能

と
す
る
の
は
法
空
す
な
わ
ち
如
幻
智
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
点
、
二
乗
た
る
声
聞
が
分
に
如
幻
を
謹
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
転
換
の
義
も
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
如
幻
法
空
の
理
を
分
得
す
る
二
乗
」
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
存
在
は
、
不
定
姓
の
二
乗
で
あ
る
。

彼
ら
は
廻
心
向
大
し
て
大
乗
に
趣
く
と
き
、
「
八
・
六
・
四
・
二
・
万
・
十
千
劫
」
か
け
て
二
乗
の
気
分
を
除
去
し
て
後
に

仏
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
漸
悟
の
菩
薩
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
-
一
乗
の
悟
解
の
折
り
に

変
易
無
漏
身
を
す
で
に
受
け
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
隠
覆
し
、
一
阿
僧
祇
劫
の
修
行
の
後
に
我
法
二
空
を
分
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
あ
ら
た
め
て
変
易
無
漏
身
を
受
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
変
易
無
漏
身
に
も
無
漏
定
通
(
転
換
本
質
〉
の
基
盤
の

一
つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
転
換
本
質
に
せ
よ
変
易
無
漏
身
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
一
阿
僧
紙
劫
の
後
に
無
漏
智
を
生
じ

て
「
唯
心
如
幻
の
理
」
を
分
得
分
議
す
る
「
仏
道
」
の
あ
り
方
に
お
い
て
こ
そ
、
初
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
問
答
は
「
定
姓
二
乗
に
は
転
換
本
質
の
義
は
な
く
、
廻
心
の
二
乗
に
お
い
て
一
分
認
め
る
」
と
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い
う
あ
り
方
を
示
し
、
勝
れ
た
転
換
本
質
の
義
は
仏
道
の
実
践
に
お
い
て
の
み
得
ら
れ
る
こ
と
を
結
論
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
見
た
よ
う
に
二
乗
の
転
換
本
質
を
許
す
説
は
文
証
の
み
な
ら
ず
、
如
幻
の
讃
不
諮
の
「
道
理
」
に
よ
っ
て
展
開
さ

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
釈
文
と
道
理
に
よ
る
相
反
す
る
二
義
の
併
存
は
、
法
相
論
義
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
論

義
テ
l
マ
に
お
い
て
も
、
真
実
を
追
求
す
る
道
理
派
に
よ
っ
て
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
二
乗
の
転
換
本
質
の
有
無

に
つ
い
て
も
ま
た
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〈
奥
書
〉
【
原
文
】

ふ
与
化
帽
子
手
+
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表
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必
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、
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門
訓
読
回

東
院
一
民
一
の
御
本
を
以
て
書
写
し
畢
ぬ
。
形
の
如
く
写
す
者
な
り

子
時
寛
文
十
年
六
月
日
長
基
講
問
用

当
寺
龍
限
院
了
胤
の
本
を
以
て
書
写
し
畢
ぬ
。

罪
を
滅
L
、
善
を
生
じ
、
背
を
離
れ
楽
を
得
、
大
菩
提
を
鐙
す
こ
と
を
祈
ら
ん
が
た
め
な
り
。

乃
ち
法
界
に
至
り
て
平
等
に
利
益
せ
ん
〈
己
而
〉

四
.
む
す
び
に

法
相
学
侶
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
論
義
は
教
学
研
鎖
の
面
を
有
す
る
と
同
時
に
、
仏
道
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

千
百
有
余
も
の
論
題
の
多
く
に
お
い
て
、
仏
道
実
践
に
つ
い
て
の
理
論
化
が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
論
義
「
転
換
本
質
」
も
そ

の
一
つ
で
あ
り
、
広
く
諮
ら
れ
て
き
た
「
士
石
を
転
じ
て
金
と
な
す
」
と
い
う
大
力
菩
薩
の
「
不
思
議
」
を
法
相
教
学
の
八

識
説
の
中
に
体
系
づ
け
る
と
い
う
真
撃
な
学
問
的
努
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
我
々
の
認
識
は
第
八
識
所
変
の
境
相
(
本
質
相
分
)
を
眼
識
等
の
前
五
識
が
縁
じ
、
そ
の
情
報
を
共
に
第
六

意
識
が
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
と
の
時
、
知
覚
機
能
で
あ
る
根
が
織
内
に
写
し
取
っ
た
相
分
を
影
像
相

分
と
い
う
が
、
「
転
換
本
質
」
は
こ
の
よ
う
な
影
像
相
分
に
お
い
て
語
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
本
質
の
体
を
転

換
す
る
と
こ
ろ
に
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
性
相
の
学
を
超
え
た
不
思
議
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
法
相
学

侶
は
不
思
議
の
ま
ま
に
留
め
お
か
ず
、
な
ぜ
「
土
石
を
転
じ
て
金
と
な
す
」
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
解
明
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
、
変
易
の
境
地
に
至
っ
た
八
地
以
上
の
大
力
菩
薩
は
、
そ
の
定
力
に
よ
っ
て
土
石
の
現
行
を
滅
し
て
金
銀
の
現
行

を
生
じ
さ
せ
る
力
の
あ
る
こ
と
を
教
学
的
に
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
現
じ
た
色
法
を
特
に
「
定
巣
色
」
と

131 



い
う
が
、
こ
の
た
び
翻
刻
読
解
し
た
『
良
遍
抄
』
も
ま
た
、
「
転
換
本
質
」
を
「
定
果
色
」
に
お
い
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
大
別
し
て
三
種
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
転
換
本
質
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
議
論
、
②
意

解
思
惟
観
に
関
す
る
議
論
、
③
一
乗
の
転
換
本
質
の
有
無
に
つ
い
て
の
議
論
、
の
三
種
で
あ
る
。
①
か
ら
③
で
は
主
と
し
て

「
定
果
色
」
が
引
起
さ
れ
る
論
理
構
造
や
、
そ
の
認
識
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
承
け
て

③
で
は
二
乗
に
転
換
本
質
の
義
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
「
道
理
」
に
基
づ
く
展
開
が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
、
①
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
色
法
に
は
自
類
相
生
の
義
が
あ
る
の
で
簡
単
に
土
石
を
金
銀
に
変
え

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
大
力
菩
薩
に
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
大
力
菩
薩
に
は
可
能
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
良
遍
は
、
法
空
を
証
す
る
如
幻
智
に
よ
っ
て
「
心
自
在
力
」
を
得
る
こ
と
と
、
悲
願
の
力
に

よ
り
「
不
思
議
変
易
身
」
を
受
け
る
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
石
の
現
行
(
本
質
相
分
)
を
滅
し
て
金
銀
の
現
行

(
本
質
相
分
)
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
化
益
す
る
衆
生
に
転
換
し
た
法
を
実
際
に
用
い
さ

せ
る
と
い
う
点
で
、
二
乗
・
異
生
に
も
可
能
な
意
解
思
惟
観
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
良
遍
は
②
③
で
論

証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
転
換
本
質
は
大
乗
の
八
地
以
上
の
大
力
菩
薩
に
お
い
て
初
め
て
可
能
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
転
換
本
質
は
明
ら
か
に
菩
薩
に
よ
る
「
仏
道
の
不
思
議
」
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
大
慈
悲

を
受
け
た
衆
生
の
認
識
構
造
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
「
転
換
本
質
」
が
「
九
難
義
」
の
一
段
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
定
果
色
の
論
理
構

造
や
認
識
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
「
唯
議
定
立
の
証
」
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の

も
の
は
識
を
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
土
石
を
転
じ
て
金
と
な
す
」
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
「
種
生
現
」
の
道
理
が
あ
る
以
上
、
誰
も
が
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
②
に
お

い
て
、
二
乗
や
異
生
の
観
法
に
よ
る
定
果
色
の
論
理
構
造
や
認
識
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
仏
や
大
力
菩
薩
と
は
ま
っ
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た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
安
易
な
転
換
論
を
排
除
す
る
法
相
教
学
の
重
厚
な
会
通
が

見
ら
れ
る
と
共
に
、
成
熟
し
た
観
行
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
で
法
相
学
侶
の
謙
虚
な
仏
道
実
践
へ
の
姿
勢
を
も
示
し
た
も
の

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
大
力
菩
薩
の
不
可
思
議
の
神
変
に
導
か
れ
て
道
を
歩
み
、
つ
い
に
は
自
ら
も
変
易
身
を

得
て
自
在
力
を
獲
得
し
、
「
土
石
を
転
じ
て
金
と
な
す
」
神
変
不
思
議
を
も
っ
て
衆
生
を
化
益
す
る
と
い
う
、
仏
道
の
あ
り

方
が
こ
こ
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
論
義
「
転
換
本
質
」
は
観
行
の
篤
実
な
実
践
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
は
転
換
本
質
に
よ
る
衆

生
化
益
の
妙
を
獲
得
し
て
い
く
道
の
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
大
力
菩
薩
に
よ
る
不
可
思
議
な
加
被
力

を
受
け
る
道
の
あ
る
こ
と
も
論
理
的
に
証
明
し
た
論
義
テ
!
?
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
学
侶
に
よ
っ

て
注
目
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
『
良
遍
抄
』
を
初
め
と
す
る
多
数
の
短
釈
が
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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